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Ⅰ 調査概要 
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１．調査の目的 

障がい者総合福祉計画の改定にあたり、障がい者の日常生活、社会生活、障がい福祉サービスの利用

状況及び今後の意向等について実態調査を行うとともに、障がいのない人に対して、障がい者への理解

や意識等の調査を実施し、計画策定の基礎資料を得ることを目的とします 

 

 

２．調査の概要 
 

（１）障がい者のくらし・社会参加に関するアンケート調査 

 

■調査に関する事項（各調査共通） 

区分 内容 

調査票の配布・回収 郵送配布・郵送回収 

調査基準日 平成 28年 10月１日現在 

調査期間 平成 28年 10月 14日～平成 28年 11月 4日 

 

■対象者の抽出 

（障がい者手帳所持者・福祉応援券受給者）               平成 28年９月１日現在 

種類 
年齢 

合計 
17歳以下 18～64歳 65歳以上 

身体障がい 181 2,579 6,770 9,530 

知的障がい 695 1,363 78 2,136 

精神障がい 73 1,603 510 2,186 

難病患者 133 902 645 1,680 

障がい福祉サービス支給決定者（手帳なし・児） 420 - - 420 

合計 1,502 6,447 8,003 15,952 

 

（アンケート送付者）            

区分 人数 備考 

身体障がい・介助者 600 65歳以上 100 身体障がい及び難病等患者は、

65歳以上の比率が高いため、18

～64 歳と 65 歳以上を分けて抽

出し、統計処理をする。 

知的障がい・介助者 450 

精神障がい・介助者 450 

障がい児・介助者 
400 

（手帳所持：250＋サービスのみ受給：150） 

難病患者・介助者 250 65歳以上 50 

小計（障がい） 2,300 

一般市民 700 3,000 

対象者の抽出 
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■回収率 

  
身体障がい

のある人 

知的障がい

のある人 

精神障がい

のある人 

障がいのあ

る児童等 
難病患者 家族 

障がいの 

ない人 

配布数 700件 450件 450件 400件 300件 2,300件 700件 

有効回収数 323件 196件 194件 202件 155件 1,070件 254件 

有効回収率 46.1％ 43.6％  43.1％  50.5％  51.7％  46.5％  36.3％  

 

 

（２）障がい福祉サービス利用者へのアンケート調査 

 

■調査に関する事項（各調査共通） 

区分 内容 

調査票の配布・回収 郵送配布・郵送回収 

調査基準日 平成 28年 10月３日現在 

調査期間 平成 28年 10月 18日～平成 29年２月 15日 

 

■対象者の抽出 

日中・居宅サービス利用者、グループホーム利用者、施設入所者に調査票を配布、回収して実施 

 

■回収率 

  日中・居宅サービス利用者 グループホーム利用者 施設入所者 

配布数 473件 116件 146件 

有効回収数 316件 75件 114件 

有効回収率 66.8％ 64.7％  78.0％ 
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３．報告書の見方 

●図表中の「Ｎ数（number of case）」は集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を示しています。 

●グラフ中の「％」は、小数第２位を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つだけに○をつける

もの）であっても合計が 100.0％にならない場合があります。また、複数回答の設問の場合（いくつ

でも○をつけるものなど）は「Ｎ」に対する各選択肢の回答者数の割合を示しています。 

●図表中おいて、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著しく

困難なものです。 

●グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま記載しています。 

●調査結果を図表で表示していますが、グラフ以外のクロス集計の表は、「不明・無回答」「その他」を

除いて高い割合の第１位と第２位のものに網掛けをしています。（第１位：濃い網掛けに白数字、第

２位：薄い網掛けに黒数字）ただし、Ｎ数が１桁以下のものは網掛けをしていません。 

●各設問の調査結果に、調査票の問番号を記載しています。表記は以下の通りとなっています。 

身体 …身体障がいのある人（18歳以上の身体障がい者手帳所持者）への調査 

知的 …知的障がいのある人（18歳以上の療育手帳所持者）への調査 

精神 …精神障がいのある人（18歳以上の精神障害者保健福祉手帳所持者）への調査 

児童 …障がいのある児童等（18歳未満の各手帳所持者、障がい福祉サービス利用者）への調査 

難病 …難病患者（福祉応援券受給者）への調査 

家族 …上記対象者の家族への調査 

一般 …上記以外の人への調査 

 

居宅 …日中・居宅サービス利用者への調査 

グループホーム …グループホーム利用者への調査 

施設 …施設入所者への調査 
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Ⅱ 調査結果 
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１．障がいのある人とその家族について 

（１） この調査の記入方法について 

身体問１、知的問１、精神問１、難病問１ 

知的障がいのある人で「本人の意向の確認が難しいため、家族や介助者などが本人の意向をくみとって

記入」の割合が最も高く４割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 記入した方とご本人の関係にあてはまるものはどれですか。 
※（１）で「家族や介助者などが本人に意向を確認しながら、代わりに記入」「本人の意向の確認が

難しいため、家族や介助者などが本人の意向をくみとって記入」と答えた方に聞きました 

身体問２、知的問２、精神問２、難病問２ 

障がいのある人すべてで「ご家族」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

63.2 

21.9 

59.8 

80.0 

13.9 

18.4 

13.4 

5.8 

7.7 

38.8 

12.9 

1.9 

15.2 

20.9 

13.9 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

本人（宛名の方をいいます。）がご自身で記入

家族や介助者などが本人に意向を確認しながら、代わりに記入

本人の意向の確認が難しいため、家族や介助者などが本人の意向をくみとって記入

不明・無回答

90.0 

90.2 

88.2 

100.0 

10.0 

8.9 

11.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=70）

知的障がいのある人

（N=112）

精神障がいのある人

（N=51）

難病患者

（N=12）

ご家族 その他 不明・無回答

難病患者 （N=155） 

難病患者  （N=155） 
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（３） 性別について 

身体問３、知的問３、精神問３、児童問１、難病問３ 

知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「男性」の割合が、精神障がいのある人及び難病患者で

「女性」の割合が高くなっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.7 

65.3 

37.6 

68.3 

43.9 

47.4 

33.7 

62.4 

31.7 

56.1 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童等

（N=202）

難病患者

（N=155）

男性 女性 不明・無回答

難病患者  （N=155） 
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（４） 年齢について（平成 28年 10月 1日現在） 

身体問４、知的問４、精神問４、児童問２、難病問４ 

身体障がいのある人で「60歳代」、知的障がいのある人で「20歳代」、精神障がいのある人で「40歳代」、

難病患者で「50歳代」の割合が最も高くなっています。 

また、障がいのある児童等で「４～６歳」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

※年齢不明者は身体障がいのある人で６人、知的障がいのある人で３人、その他は０人となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 

34.7 

7.7 

11.0 

5.6 

20.4 

16.5 

15.5 

18.9 

23.5 

25.3 

16.8 

26.9 

13.8 

20.1 

21.9 

27.9 

3.6 

14.4 

18.1 

13.6 

2.6 

16.0 

16.8 

1.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答

難病患者  （N=155） 

 

11.9 25.2 18.8 17.3 14.9 11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等

（N=202）

３歳以下 ４歳～６歳 ７歳～９歳 10歳～12歳

13歳～15歳 16歳～18歳 不明・無回答



 

9 

（５） 障がい手帳の種別・等級について 

身体問５・６、知的問５、精神問５、児童問３・４・５・７・９ 

ア 身体障がいのある人・年代別の障がい種・等級人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ア）視覚障がいのある人        （イ）聴覚・平衡機能障がいのある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）音声・言語・そしゃく機能障がいのある人   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

6 

3 

1 

1 

1 

1 

1

3 

2 

1

1

1

1 

8 

1 

6 

5 

2 

3 

0 

0人 5人 10人 15人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

わからない 不明・無回答

3 

2 

1 

1

1 

1 

2 

1 

1 1

1 

0 

2 

3 

4 

4 

2 

0 

0人 5人 10人 15人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

1 

2 

2 

1 

3 

1

4 

1 

1 

1 

1

1

1 

1 

1 

1 

2 

1

0 

2 

8 

4 

10 

2 

0 

0人 5人 10人 15人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

わからない

3 

9 

20 

36 

25 

10 

2 

7 

12 

12 

11 

5 

1 

4 

1 

11 

10 

19 

14 

1 

4

5 

22 

19 

7 

1 

3

7 

4 

6 

2 

6 

3 

5 

2 

1 
2 

1 

1 

4 

2 

3 

17 

18 

61 

87 

90 

44 

6 

0人 20人 40人 60人 80人 100人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

1 

2 

8 

8 

4 

3 

1 

2 

7 

8 

7 

3 

1 

1 

6 

4 

10 

9 

2 

4 

13 

11 

5 

1 

1 

5 

3 

4 

1 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

5 

5 

34 

39 

38 

23 

2 

0件 9件 18件 27件 36件 45件

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 
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（エ）肢体不自由のある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）心臓機能障がいのある人    （カ）腎臓機能障がいのある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）その他内部障がい（呼吸器、膀胱・直腸、小腸、肝臓の機能障がいや免疫機能障がい）のある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

1 

1 

2 

1 

4 

1 

1 

1

6 

2 

1 

1 

1 

1 

5 

10 

7 

1 

0 

0人 5人 10人 15人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級

４級 ５級 ６級

わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

1 

2 

8 

8 

4 

3 

1 

2 

7 

8 

7 

3 

1 

1 

6 

4 

10 

9 

2 

4 

13 

11 

5 

1

1 

5 

3 

4 

1 

4 

3 

1 
1 

1 
1 

5 

5 

34 

39 

38 

23 

2 

0人 10人 20人 30人 40人 50人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

1 

2 

8 

8 

4 

3 

1 

2 

7 

8 

7 

3 

1 

1 

6 

4 

10 

9 

2 

4 

13 

11 

5 

1 

1 

5 

3 

4 

1 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

5 

5 

34 

39 

38 

23 

2 

0件 9件 18件 27件 36件 45件

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

1 

4 

17 

15 

5 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

0 

1 

5 

19 

18 

6 

0 

0人 5人 10人 15人 20人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

2 

5 

3 

10 

7 

3 

1 
1 

1 

4 

3 

3 

1 

2 

2 

2 

3 

5 

7 

13 

14 

7 

1 

0人 5人 10人 15人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級

３級 ４級

５級 ６級

わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 



 

11 

イ 知的障がいのある人・年代別の等級人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 精神障がいのある人・年代別の等級人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

3 

2 

15 

7 

22 

33 

28 

18 

14 

7 

9 

16 

8 

7 

1 

1 

1 

15 

32 

49 

39 

28 

31 

0 

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

１級 ２級 ３級 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

20 

24 

23 

13 

3 

1 

22 

8 

13 

8 

4 

2 

26 

7 

10 

6 

1 

1 

1 
3 

68 

40 

46 

27 

7 

5 

3 

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 わからない 不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

不明・無回答 
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エ 障がいのある児童等・年代別の手帳所持人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「身体障がい者手帳」と「療育手帳」の重複者７名、「療育手帳」と「精神障がい者保健福祉手帳」の重複者２名をそれぞれ含

みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

1 

0 

12 

5 

0 

2 

0 

1 

0人 5人 10人 15人

視覚障がい

聴覚・平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由

心臓機能障がい

腎臓機能障がい

その他内部障がい

わからない

不明・無回答

※「療育手帳」との重複者７名を含みます。

聴覚・平衡機能障がい 

視覚障がい 

音声・言語・そしゃく機能障がい 

心臓機能障がい 

肢体不自由 

腎臓機能障がい 

その他内部障がい 

わからない 

不明・無回答 

4 

4 

5 

2 

1 

3 

6 

19 

16 

22 

18 

15 

1 

1 

3 

3 

13 

20 

12 

3 

7 

1 

3 

8 

5 

7 

3 

6 

24 

51 

38 

35 

30 

24 

0 

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人

３歳以下

４歳～６歳

７歳～９歳

10歳～12歳

13歳～15歳

16歳～18歳

不明・無回答

身体障がい者手帳 療育手帳

精神障がい者保健福祉手帳 手帳は持っていない

不明・無回答

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者はN=0のためグラフには表記していません。

３歳以下 

４歳～６歳 

７歳～９歳 

10歳～12歳 

13歳～15歳 

16歳～18歳 

不明・無回答 

障がいのある児童（Ｎ=19） 
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（６） 医療助成の対象となっている疾病は何ですか。（記述式回答） 

難病問５ 

「潰瘍性大腸炎」が 50人と最も多くなっています。 

Ｎ＝155 

病名 人数 
  

病名 人数 

潰瘍性大腸炎 50 
  

靭帯骨化症 1 

全身性エリテマトーデス（ＳＬＥ） 10 
  

全身型重症筋無力症 1 

クローン病 8 
  

全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群 1 

後縦靭帯骨化症 7 
  

大腸炎 1 

膠原病 6 
  

大腸クローン病 1 

パーキンソン病 6 
  

大動脈血管炎（高安病） 1 

重症筋無力症 5 
  

骨化症 1 

サルコイドーシス 4 
  

網膜色素変性症 1 

もやもや病 4 
  

非特異性間質性肺炎 1 

多発性硬化症（NMO） 3 
  

皮膚筋炎、多発性筋炎 1 

ベーチェット病 3 
  

ハンチントン病 1 

特発性拡張型心筋症 2 
  

パーキンソン病、脳出血後遺症 1 

肥大型心筋症 2 
  

低ゴナドトロピン性性腺機能低下症 1 

強皮症 2 
  

天疱そう 1 

脊髄小脳変成症 2 
  

特発性間質性肺炎 1 

多発性筋炎 2 
  

特発性血小板減少症紫斑病 1 

多発性のう胞腎 2 
  

特発性血小板減少症紫斑病、急性リウマチ 1 

強皮症 2 
  

特発性大腿骨頭壊死症 1 

B型肝炎、肝硬変 1 
  

ネフローゼ症候群、微小変化型 1 

潰瘍性大腸炎、高安動脈炎 1 
  

脳下垂体機能低下症 1 

拡張型心筋症 1 
  

膿胞性乾癬 1 

下垂体性ＴＳＨ分泌亢進 1 
  

糖尿病 1 

間質性肺炎 1 
  

認知症 1 

再生不良貧血 1 
  

不明・無回答 6 
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（７） 身体障がい者手帳の交付日を数字で記入してください。 

※障がいのある児童では（５）エで「身体障がい者手帳」と答えた方に聞きました 

身体問７、児童問６ 

身体障がい者手帳の交付時の年齢は、身体障がいのある人で「40 歳～64 歳」の割合が最も高くなって

います。 

障がいのある児童で「３歳以下」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6 

5.4 

1.7 

5.0 

6.2 

15.5 

19.3 

42.1 

47.1 

24.1 

7.1 

39.7 

25.7 

22.0 

34.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

【年齢区分別】

０歳～６歳 ７歳～18歳 19歳～39歳 40歳～64歳

65歳以上 不明・無回答

73.7 

5.3 

5.3 

5.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等

（N=19）

３歳以下 ４歳～６歳 ７歳～９歳 10歳～12歳

13歳～15歳 16歳～18歳 不明・無回答

身体障がいのある人 
       （N=323） 

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童 
        （N=19） 
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（８） 療育手帳の交付日を数字で記入してください。 
※障がいのある児童では（５）エで「療育手帳」と答えた方に聞きました 

知的問６、児童問８ 

療育手帳の交付時の年齢は、知的障がいのある人で「７歳～18歳」の割合が最も高くなっています。 

障がいのある児童で「３歳以下」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 

18.5 

38.8 

41.3 

15.3 

14.1 

44.4 

6.1 

6.0 

11.1 

22.4 

20.1 

44.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

65歳未満（N=184）

65歳以上（N=9）

【年齢区分別】

０歳～６歳 ７歳～18歳 19歳～39歳 40歳～64歳

65歳以上 不明・無回答

38.5 12.5 11.5 11.5 

5.2 3.1 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等

（N=96）

３歳以下 ４歳～６歳 ７歳～９歳 10歳～12歳

13歳～15歳 16歳～18歳 不明・無回答

知的障がいのある人 
       （N=196） 

65歳未満 （N=184） 

65歳以上  （N=9） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童 
 （N=96） 
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（９） 精神障がい者保健福祉手帳の交付日を数字で記入してください。 

※障がいのある児童では（５）エで「精神障がい者保健福祉手帳」と答えた方に聞きました 

精神問６、児童問 10 

精神障がい者保健福祉手帳の交付時の年齢は、精神障がいのある人で「40 歳～64 歳」の割合が最も高

くなっています。 

障がいのある児童で「10歳～12歳」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

0.7 

32.0 

41.9 

34.0 

37.8 

21.7 

11.9 

50.0 

21.6 

19.6 

28.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障がいのある人

（N=194）

65歳未満（N=148）

65歳以上（N=46）

【年齢区分別】

０歳～６歳 ７歳～18歳 19歳～39歳 40歳～64歳

65歳以上 不明・無回答

25.0 12.5 37.5 25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等

（N=8）

３歳以下 ４歳～６歳 ７歳～９歳 10歳～12歳

13歳～15歳 16歳～18歳 不明・無回答

精神障がいのある人 
       （N=194） 

65歳未満 （N=148） 

65歳以上 （N=46） 

障がいのある児童 
        （N=8） 

 【年齢区分別】 
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（10） 身体障がい者手帳以外に障がい者手帳をお持ちですか。（複数回答） 

身体問８ 

１割弱の人が「療育手帳」を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11） 療育手帳以外に障がい者手帳をお持ちですか。（複数回答） 

知的問７ 

１割強の人が「身体障がい者手帳」を、１割弱の人が「精神障がい者保健福祉手帳」を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12） 精神障がい者保健福祉手帳以外に障がい者手帳をお持ちですか。（複数回答） 

精神問７ 

１割強の人が「身体障がい者手帳」を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

12.8 7.7 72.4 7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

身体障がい者手帳 精神障がい者保健福祉手帳 ない 不明・無回答

7.1 

0.3 

85.4 7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

療育手帳 精神障がい者保健福祉手帳 ない 不明・無回答

13.9 

3.1 

77.8 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障がいのある人

（N=194）

身体障がい者手帳 療育手帳 ない 不明・無回答
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（13） これまで発達障がいとして診断されたことはありますか。 

知的問８、精神問８、児童問 11 

「ある」の割合は知的障がいのある人で３割強、精神障がいのある人で１割弱、障がいのある児童等で

５割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14） これまで高次脳機能障がいとして診断されたことはありますか。 

精神問９ 

「ある」の割合は１割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15） お子さんは医療的ケアを必要としますか。 

児童問 12 

「必要とする」の割合は１割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 82.0 7.7 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障がいのある人

（N=194）

ある ない わからない 不明・無回答

33.7 

7.7 

51.5 

41.8 

76.8 

31.2 

21.4 

13.9 

10.4 

3.1 

1.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童等

（N=202）

ある ない わからない 不明・無回答

6.4 87.1 6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等

（N=202）

必要とする 必要としない 不明・無回答

障がいのある児童等 
        （N=202） 

障がいのある児童等 
        （N=202） 
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（16） 障がい福祉サービスの障害支援区分の認定を受けていますか。 

身体問９、知的問９、精神問 10 

知的障がいのある人で５割弱の人が区分認定を受けています。身体障がいのある人で「受けていない」

の割合が最も高くなっています。 

 

        （単位：％） 

区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 
受けて

いない 

わから

ない 

不明・

無回答 

身体障がいのある人 （N=323） 0.6  2.5  0.9  1.9  0.3  5.3  49.5  25.4  13.6  

知的障がいのある人 （N=196） 0.5  7.7  6.1  8.7  11.2  11.7  21.4  20.9  11.7  

精神障がいのある人 （N=194） 0.5  1.0  3.1  1.0  －  －  35.1  49.0  10.3  
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２．障がいのない人について 

（17） あなたの性別について 

一般問１ 

「男性」の割合が４割弱、「女性」の割合が６割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18） あなたの年齢を数字で記入してください。（平成 28年 10月１日現在） 

一般問２ 

「40歳代」の割合が最も高く、次いで「30歳代」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（19） あなたのご職業は何ですか。 

一般問３ 

「勤め人」の割合が最も高く、次いで「主婦（夫）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8 23.2 29.5 21.3 15.4 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのない人

（N=254）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答

37.0 62.6 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのない人

（N=254）

男性 女性 不明・無回答 0

5.9 51.2 27.2 

3.5 6.3 5.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのない人

（N=254）

自営業・経営者 勤め人 主婦（夫） 学生 無職 その他 不明・無回答



 

21 

 

３．日常生活について 

（20） 今、どこでくらしていますか。 

身体問 10、知的問 10、精神問 11、難病問６ 

障がいのある人すべてで「自宅」の割合が最も高くなっています。 

なお、知的障がいのある人で「グループホーム」「福祉施設（入所）」、精神障がいのある人で「病院」

の割合が、それぞれ他の障がいと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.8 

92.7 

82.8 

74.5 

78.4 

98.1 

0.3 

0.4 

9.2 

1.0 

5.3 

3.5 

13.8 

11.2 

6.2 

2.2 

1.5 

3.4 

1.0 

9.8 

1.3 

1.2 

1.5 

1.5 

3.6 

1.2 

0.4 

2.6 

1.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

自宅 グループホーム 福祉施設（入所） 病院 その他 不明・無回答 0

身体障がいのある人 
       （N=323） 

65歳未満 （N=259） 

65歳以上  （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

難病患者  （N=155） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

難病患者 152 98.7

81.4

78.6

89.2

96.0

0.7

2.2

6.1

2.7

0.4

7.7

10.2

5.4

0.7

7.1

3.6

2.7

0.7

0.5

0.4

1.1

1.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85.978.450.0 81.474.1 96.1 2.92.718.9 2.216.1 1.34.310.823.0 7.7 2.8 0.77.12.92.0 0.51.4 2.04.08.16.11.15.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（借家、アパート等を含む） グループホーム・ケアホーム

福祉施設（入所） 医療機関

その他 無回答

知的障がいのある人 
       （N=196） 

精神障がいのある人 
       （N=194） 

難病患者  （N=155） 
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（21） 今、だれと一緒にくらしていますか。（障がいのある児童等のみ複数回答） 

※（20）で「自宅」と答えた方に聞きました 

身体問 11、知的問 11、精神問 12、児童問 13、難病問７ 

障がいのある人すべてで「家族」の割合が最も高くなっています。 

なお、身体障がいのある人及び精神障がいのある人で「ひとりぐらし」の割合が他の障がいと比べて高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障がいのある児童等（N=202） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.6 

93.6 

10.4 

16.3 

22.3 

26.2 

23.8 

20.8 

0

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

祖父

祖母

兄

姉

弟

妹

その他

不明・無回答

16.9 

15.4 

25.0 

3.4 

17.1 

7.2 

80.0 

81.7 

70.8 

96.6 

80.3 

89.5 

2.1 

2.1 

2.1 

2.6 

0.7 

1.0 

0.8 

2.1 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=290）

65歳未満（N=240）

65歳以上（N=48）

知的障がいのある人

（N=146）

精神障がいのある人

（N=154）

難病患者

（N=152）

【年齢区分別】

ひとりぐらし 家族 その他 不明・無回答

身体障がいのある人 
       （N=290） 

 65歳未満（N=240） 

 65歳以上 （N=48） 

 【年齢区分別】 

 

難病患者 （N=152） 

父 

母 

祖父 

祖母 

兄 

姉 

弟 

妹 

その他 

不明・無回答 
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（22） 将来どこでくらしたいですか。 

身体問 12、知的問 12、精神問 13 難病問８ 

障がいのある人すべてで「自宅」の割合が最も高くなっています。 

なお、知的障がいのある人で「グループホーム」「福祉施設（入所）」の割合が他の障がいと比べて高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.7 

79.9 

72.4 

51.0 

68.6 

92.3 

2.2 

2.7 

17.9 

1.5 

9.6 

8.9 

13.8 

17.9 

11.3 

0.6 

3.7 

2.7 

6.9 

6.1 

7.7 

4.5 

2.5 

3.1 

2.6 

6.2 

1.9 

4.3 

2.7 

6.9 

4.6 

4.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

自宅 グループホーム 福祉施設（入所）

医療的ケアのある施設・病院 その他 不明・無回答

身体障がいのある人 
       （N=323） 

 65歳未満  （N=259） 

 65歳以上  （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

難病患者  （N=155） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

85.8

78.4

50.0

69.9

74.1

96.1

18.9

10.8

23.0

13.7

8.1

16.1

1.3

3.8

2.7

2.9

4.4

0.7

2.8

2.0

1.4

7.7

2.0

2.9

5.6

4.9

6.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85.878.450.0 69.974.1 2.92.718.9 3.8 16.1 4.410.823.013.7 2.82.92.07.71.4 4.08.16.14.95.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（借家、アパート等を含む） グループホーム・ケアホーム

福祉施設（入所） その他

無回答

知的障がいのある人 
       （N=196） 

精神障がいのある人 
     （N=194） 

難病患者    （N=155） 
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（23） 将来だれと一緒にくらしたいですか。 
※（22）で「自宅」と答えた方に聞きました 

身体問 13、知的問 13、精神問 14 難病問９ 

障がいのある人すべてで「家族」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.1 

19.0 

21.1 

9.1 

81.3 

80.0 

72.9 

88.1 

1.2 

1.0 

5.3 

0.7 

2.4 

0.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=251）

知的障がいのある人

（N=100）

精神障がいのある人

（N=133）

難病患者

（N=143）

ひとりぐらし 家族 その他 不明・無回答

難病患者  （N=143） 
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（24） 次のうち、現在はどこに在籍していますか。 

児童問 14 

就学前年齢で「保育園」、小学校年齢及び中学校年齢で「特別支援学級」、高等学校年齢で「特別支援学

校の高等部」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.3 

11.9 

6.9 

11.4 

15.3 

8.4 

3.5 

5.0 

4.0 

2.0 

9.4 

0

1.0 

2.0 

0

3.0 

0% 5% 10% 15% 20%

保育園

幼稚園

児童発達支援事業所

普通学級

特別支援学級

特別支援学校

普通学級

特別支援学級

特別支援学校

一般の高等学校

特別支援学校の高等部

定時制高校

専門学校

福祉サービス事業所

職業訓練校

不明・無回答

【就学前年齢】

【小学校年齢】

障がいのある児童等

（N=202）

【中学校年齢】

【高等学校年齢】

 
  保育園 

  幼稚園 

  児童発達支援事業所 

  普通学級 

  特別支援学級 

  特別支援学校 

  普通学級 

  特別支援学級 

  特別支援学校 

  一般の高等学校 

  特別支援学校の高等部 

  定時制高校 

  専門学校 

  福祉サービス事業所 

  職業訓練校 

不明・無回答 

 【就学前年齢】（N＝71） 

 

 【小学校年齢】（N＝71） 

 

 【中学校年齢】（N＝25） 

 

 【高等学校年齢】（N＝29） 
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（25） 現在、生活をしていく上で支援がなくて困っていることはどのようなことですか。（複数回

答） 

身体問 14、知的問 14、精神問 15、難病問 10 

「特にない」を除くと、身体障がいのある人、精神障がいのある人及び難病患者で「急に体調が悪くな

ったときの対応」、知的障がいのある人で「現金や預金通帳などの管理」の割合が最も高くなっています。 

 

区分 
身体障がいのある人 知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 
難病患者 

 （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 155 

1位 

特にない 

 

 

（55.1） 

特にない 

 

 

（57.1）  

特にない 

 

 

（50.0） 

現金や預金通

帳などの管理 

 

（42.3） 

特にない 

 

 

（36.1） 

特にない 

 

 

（61.3） 

2位 

急に体調が悪く

なった時の対応 

 

 （18.6） 

急に体調が悪く

なった時の対応 

 

 （18.1） 

急に体調が悪く

なった時の対応 

 

（20.7） 

銀行や郵便局・

役所の利用 

 

（37.8） 

急に体調が悪く

なった時の対 

応 

（25.8） 

急に体調が悪く

なった時の対応 

 

（21.3） 

3位 

電車・バスなど

交通機関の利用 

 

（13.3） 

電車・バスなど

交通機関の利用 

 

（11.6） 

電車・バスなど

交通機関の利用 

  

（20.7） 

急に体調が悪

くなった時の

対応 

（35.7） 

話し相手・相談

する相手 

 

（23.2） 

電車・バスなど

交通機関の利用 

 

（9.7） 

4位 

買い物 

 

 

（9.6） 

食事の準備や

調理 

 

（8.1） 

買い物 

 

 

（17.2） 

部屋の掃除・整

理整頓 

 

（34.2） 

部屋の掃除・整

理整頓 

 

（20.1） 

日常の健康管理 

 

 

（5.8） 

5位 

部屋の掃除・整

理整頓 

 

 

 

（8.4） 

電話の利用 

 

 

 

 

（8.1） 

銀行や郵便

局・役所の利用 

 

 

 

（13.8） 

食事の準備や

調理 

（31.1） 

規則正しい生

活 

 

 

 

（20.1） 

買い物 

 

（5.2） 

日常の健康管理 

 

（31.1） 

話し相手・相談

する相手 

（5.2） 

 

参考：平成 25年度調査結果           

単位：％ 

 
身体障がいのある
人（65歳未満） 

身体障がいのある
人（65歳以上） 

知的障がいのある人 精神障がいのある人 難病患者 

有効回答

数（件） 
275 37 196 183 152 

１位 
特にない 特にない 特にない 特にない 特にない 

（54.2）  （43.2）  （36.2）  （36.1）  （68.4）  

２位 

急に体調が悪くなっ
たときの対応 

急に体調が悪くなっ
たときの対応 

急に体調が悪くなっ
たときの対応 

急に体調が悪くなっ
たときの対応 

急に体調が悪くなっ
たときの対応 

（18.5）  （16.2）  （31.1）  （27.3）  （16.4）  

３位 

電車・バスなど交通
機関の利用 

電車・バスなど交通機
関の利用 

銀行や郵便局・役所の
利用 

近所の人との会話や
つきあい 

日常の健康管理 

（13.1）  （16.2）  （30.6）  （24.0）  （5.9）  

４位 

部屋の掃除・整理整
頓 

食事 現金や預金通帳など
の管理 

規則正しい生活 電車・バスなど交通機
関の利用 

（9.8）  （13.5）  （27.6）  （22.4）  （5.3）  

５位 
食事の準備や調理 食事の準備や調理 食事の準備や調理 部屋の掃除・整理整頓 部屋の掃除・整理整頓 

（8.4）  （13.5）  （25.5）  （19.7）  （3.9）  



 

27 

 
（26） 日常の生活費はどうしていますか。（複数回答） 

身体問 15、知的問 15、精神問 16、難病問 11 

65 歳未満の身体障がいのある人及び難病患者は「賃金・給料など」、他の障がいのある人は「年金」の

割合がそれぞれ最も高くなっています。65 歳以上の身体障がいのある人を除いて、「家族の収入」の割合

も上位となっています。 

 

      （単位：％） 

区分 
賃
金
・ 

給
料
な
ど 

年
金 

家
族
の 

収
入 

預
金 

生
活
保
護 

そ
の
他 

不
明
・ 

無
回
答 

身体障がいのある人 （N=323） 35.9  50.5  37.2  14.6  5.0  2.5  0.9  

65歳未満        （N=259） 42.9  39.8  42.1  12.0  4.6  2.7  1.2  

65歳以上        （N=58） 3.4  98.3  15.5  25.9  5.2  －  －  

知的障がいのある人 （N=196） 33.2  55.6  50.5  8.7  5.1  1.5  2.0  

精神障がいのある人 （N=194） 24.2  57.2  37.6  14.4  10.3  6.2  2.1  

難病患者          （N=155） 51.0  29.7  40.6  13.5  2.6  1.9  1.3  

 

 

  

（27） 今のあなたの収入（税込みの総収入）は、１年にどのくらいありますか。 
※収入には工賃及び年金を含みます 

身体問 16、知的問 16、精神問 17、難病問 12 

知的障がいのある人及び精神障がいのある人で「年間 80 万円未満（年間 30 万円未満と年間 30 万円～

80万円未満の合計）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.2 

23.0 

18.0 

21.3 

14.6 

19.9 

27.3 

9.7 

25.7 

37.2 

30.9 

14.8 

21.1 

10.7 

11.3 

20.6 

8.4 

1.0 

2.1 

16.8 

8.7 

0.5 

13.5 

7.4 

8.2 

9.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

年間30万円未満 年間30万円～80万円未満

年間80万円～150万円未満 年間150万円～300万円未満

年間300万円～500万円未満 年間500万円以上

不明・無回答

難病患者  （N=155） 
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（28） 今のあなたの世帯収入（税込みの総収入）は、１年にどのくらいありますか。 

※収入には工賃及び年金を含みます 

身体問 17、知的問 17、精神問 18、児童問 15、難病問 13 

精神障がいのある人で「年間 150万円未満（年間 80万円未満と年間 80万円～150万円未満の合計）」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 

6.1 

10.8 

1.5 

1.9 

13.3 

9.7 

15.5 

1.0 

8.4 

25.7 

25.5 

27.8 

9.9 

21.3 

21.4 

24.0 

19.6 

29.7 

30.3 

9.0 

10.2 

5.2 

18.8 

12.3 

11.5 

10.7 

6.2 

30.7 

15.5 

4.3 

3.1 

2.1 

3.0 

7.7 

9.9 

10.7 

12.9 

5.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童等

（N=202）

難病患者

（N=155）

年間80万円未満 年間80万円～150万円未満

年間150万円～300万円未満 年間300万円～500万円未満

年間500万円～600万円未満 年間600万円～1,000万円未満

年間1,000万円以上 不明・無回答

難病患者  （N=155） 
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（29） 現在のお子さんの主な日中の居場所について 

児童問 20 

「特別支援学校（小・中・高等部）」の割合が最も高く、次いで「小・中学校の特別支援学級」となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 

14.4 

9.4 

23.8 

19.8 

15.8 

2.0 

0

1.0 

0.5 

2.5 

0.5 

0

0

0

5.0 

0

0.5 

0% 10% 20% 30%

児童発達支援施設

保育園

幼稚園

特別支援学校（小・中・高等部）

小・中学校の特別支援学級

小・中学校（普通学級）

一般の高等学校

定時制高校

専門学校

放課後等デイサービス

日中一時支援

職業訓練施設、作業所など

施設に入所している

医療機関に入院している

企業に就職している

いずれにも該当せず自宅にいる

その他

不明・無回答

障がいのある児童等（N=202）

児童発達支援施設 

保育園 

幼稚園  

特別支援学校（小・中・高等部） 

小・中学校の特別支援学級 

小・中学校（普通学級） 

一般の高等学校  

定時制高校  

専門学校 

放課後等デイサービス  

日中一時支援  

職業訓練施設、作業所など 

施設に入所している  

医療機関に入院している  

企業に就職している  

いずれにも該当せず自宅にいる 

その他  

不明・無回答 
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【障がいのある児童等・手帳別クロス】       （単位：％） 

区分 

児
童
発
達
支
援
施

設 保
育
園 

幼
稚
園 

特

別

支

援

学

校

（小
・中
・高
等
部
） 

小
・
中
学
校
の
特

別
支
援
学
級 

小
・
中
学
校
（
普
通

学
級
） 

一
般
の
高
等
学
校 

定
時
制
高
校 

専
門
学
校 

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス 

身体障がい者手帳      （N=19） －  15.8  5.3  10.5  －  26.3  5.3  －  －  －  

療育手帳            （N=96） 4.2  13.5  1.0  36.5  29.2  4.2  1.0  －  1.0  1.0  

精神障がい者保健福祉手帳 （N=8） －  12.5  －  －  62.5  25.0  －  －  －  －  

手帳は持っていない     （N=56） 7.1  16.1  26.8  1.8  7.1  30.4  3.6  －  －  －  

           

区分 

日
中
一
時
支
援 

職
業
訓
練
施
設
、

作
業
所
な
ど 

施
設
に
入
所
し
て

い
る 

医
療
機
関
に
入
院

し
て
い
る 

企
業
に
就
職
し
て

い
る 

い
ず
れ
に
も
該
当

せ
ず
自
宅
に
い
る 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

  

身体障がい者手帳      （N=19） 21.1  －  －  －  －  15.8  －  －   

療育手帳            （N=96） 4.2  1.0  －  －  －  2.1  －  1.0    

精神障がい者保健福祉手帳 （N=8） －  －  －  －  －  －  －  －    

手帳は持っていない     （N=56） －  －  －  －  －  7.1  －  －    

※障がい別には、「身体障がい者手帳」と「療育手帳」の重複者７名、「療育手帳」と「精神障がい者保健福祉手帳」の重複者２名を

それぞれ含みます。 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 9.8 3.5 32.9 34.3 3.50.72.11.4 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童発達支援施設 保育所

幼稚園 特別支援学校（養護学校など）

普通学校（特別支援学級も含む） 放課後等デイサービス

職業訓練施設、作業所など 施設に入所している

医療機関に入院している 企業に就職している

いずれにも該当せず自宅にいる その他

無回答

N =

障がい児 143 9.8 32.9 34.3 9.1

2.8 3.5 3.5 0.7 2.1 1.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童
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（30） お子さんが困っていることは何かありますか。（複数回答） 
※（29）で「通所・通園・通学している」と答えた方に聞きました 

児童問 21 

「特にない」「その他」を除くと、「先生の理解が足りない」の割合が最も高く、次いで「授業や活動に

ついていけない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［主な「その他」の内容］ 

内容 

医療的ケアや定期的に薬を飲むことが必要 

学校の老朽化や施設が不十分、教室の不足  

8.2 

12.0 

13.0 

6.5 

0.5 

4.9 

7.1 

8.2 

9.2 

46.7 

15.8 

7.1 

0% 20% 40% 60%

園や学校が遠い

授業や活動についていけない

先生の理解が足りない

児童・生徒の理解が足りない

普通学級に入れてもらえない

受け入れてくれる園や学校が少ない

トイレなどの設備が配慮されていない

学校内・園内での介助が十分でない

性教育や思春期の教育が不足している

特にない

その他

不明・無回答

障がいのある児童等（N=184）

園や学校が遠い  

授業や活動についていけない  

先生の理解が足りない  

児童・生徒の理解が足りない  

普通学級に入れてもらえない 

受け入れてくれる園や学校が少ない 

トイレなどの設備が配慮されていない 

学校内・園内での介助が十分でない 

性教育や思春期の教育が不足している 

特にない  

その他  

不明・無回答 
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【障がいのある児童等・手帳別クロス】       （単位：％） 

区分 

園
や
学
校
が
遠
い 

授
業
や
活
動
に
つ
い
て

い
け
な
い 

先
生
の
理
解
が
足
り

な
い 

児
童
・
生
徒
の
理
解
が

足
り
な
い 

普
通
学
級
に
入
れ
て
も

ら
え
な
い 

受
け
入
れ
て
く
れ
る
園

や
学
校
が
少
な
い  

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が

配
慮
さ
れ
て
い
な
い 

学
校
内
・
園
内
で
の
介

助
が
十
分
で
な
い 

性
教
育
や
思
春
期
の

教
育
が
不
足
し
て
い
る 

特
に
な
い 

身体障がい者手帳     （N=12） 16.7  －  － － －  －  16.7  16.7  8.3  41.7  

療育手帳           （N=87） 11.5  12.6  14.9  8.0  －  5.7  10.3  11.5  14.9  40.2  

精神障がい者保健福祉手帳（N=8） － 12.5  50.0  37.5  －  －  12.5  －  12.5  12.5  

手帳は持っていない    （N=52） 1.9  13.5  7.7  1.9  －  1.9  1.9  1.9  1.9  57.7  

           

区分 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

        

身体障がい者手帳     （N=12） 25.0  8.3          

療育手帳           （N=87） 17.2  5.7          

精神障がい者保健福祉手帳（N=8） 37.5  －          

手帳は持っていない    （N=52） 7.7  13.5          

※障がい別には、「身体障がい者手帳」と「療育手帳」の重複者７名、「療育手帳」と「精神障がい者保健福祉手帳」の重複者２名を

それぞれ含みます。 
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（31） 今後、障がいのある子どもの支援について、充実させてほしいものは何ですか。（複数回

答） 

児童問 23 

「障がいの程度・内容にあった教育・療育の機会」の割合が最も高く、次いで「進学相談・進路指導」

となっています。なお、手帳は持っていない児童で「保護者が気軽に相談できる機会」の割合が手帳を持

っている児童と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【障がいのある児童等・手帳別クロス】       （単位：％） 

区分 

保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
機
会 

進
学
相
談
・進
路
指
導 

障
が
い
の
程
度
・
内
容
に
あ
っ

た
教
育
・療
育
の
機
会 

障
が
い
の
な
い
子
ど
も
と
の
交

流
及
び
共
同
学
習 

児
童
、
生
徒
の
障
が
い
へ
の
理

解
を
促
す
教
育 

言
語
治
療
・
理
学
療
法
・
作
業

療
法
の
機
会 

放
課
後
の
居
場
所 

学
校
な
ど
の
教
育
環
境
の
改

善 そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がい者手帳     （N=19） 31.6  52.6  31.6  15.8  36.8  21.1  10.5  36.8  5.3  －  5.3  

療育手帳           （N=96） 28.1  40.6  54.2  14.6  30.2  36.5  15.6  35.4  6.3  3.1  1.0  

精神障がい者保健福祉手帳（N=8） 25.0  50.0  50.0  －  25.0  25.0  12.5  37.5  25.0  － －  

手帳は持っていない    （N=56） 48.2  35.7  44.6  1.8  30.4  14.3  21.4  23.2  7.1  10.7  －  

※障がい別には、「身体障がい者手帳」と「療育手帳」の重複者７名、「療育手帳」と「精神障がい者保健福祉手帳」の重複者２名を

それぞれ含みます。 

 

 

34.7 

40.6 

50.5 

9.4 

28.7 

27.7 

17.3 

30.2 

5.4 

5.9 

1.5 

0% 20% 40% 60%

保護者が気軽に相談できる機会

進学相談・進路指導

障がいの程度・内容にあっ

た教育・療育の機会

障がいのない子どもとの

交流及び共同学習

児童、生徒の障がいへの

理解を促す教育

言語治療・理学療法・

作業療法の機会

放課後の居場所

学校などの教育環境の改善

その他

特にない

不明・無回答

障がいのある児童等（N=202）

保護者が気軽に相談できる機会 

進学相談・進路指導 

障がいの程度・内容にあった 
教育・療育の機会 

障がいのない子どもとの交流 
及び共同学習 

児童、生徒の障がいへの理解を 
促す教育 

言語治療・理学療法・作業療法の機会 

放課後の居場所 

学校などの教育環境の改善 

その他 

特にない  

不明・無回答 
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N =

障がいのある児童 143 23.1 37.8 20.3 4.2 7.7 5.6

1.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
（32） お子さんが 18歳になったときのことについて本人の気持ちになってお答えください。 

児童問 24 

全体的には、「学校・大学・専門学校などに進学したい、している」の割合が最も高く、次いで「就職

したい、している」となっています。なお、療育手帳を持っている児童で「就職したい、している」の割

合が最も高く、５割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.1 

47.4 

15.6 

50.0 

69.6 

34.7 

21.1 

51.0 

50.0 

14.3 

10.9 

21.1 

16.7 

1.5 

2.1 

0.5 1.5 

1.0 

12.9 

10.5 

13.5 

16.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童（N=202）

身体障がい者手帳（N=19）

療育手帳（N=96）

精神障がい者保健福祉手帳

（N=8）

手帳は持っていない（N=56）

【手帳別】

学校・大学・専門学校などに進学したい、している

就職したい、している

福祉施設に通所したい、している

福祉施設に入所したい、している

結婚したい

その他

特に考えていない

不明・無回答

障がいのある児童等  （N=202） 

身体障がい者手帳   （N=19） 

療育手帳        （N=96） 

精神障がい者保健福祉手帳 
       （N=8） 

手帳は持っていない （N=56） 

 【手帳別】 

 

23.1 37.8 20.3 1.44.2 7.7 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校・大学・専門学校などに進学したい、している

就職したい、している

福祉施設に通所したい、している

福祉施設に入所したい、している

その他

特に考えていない

無回答
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（33） お子さんが大人になったらどこでくらしてもらいたいですか。 

児童問 25 

全体的には、「自宅」の割合が最も高く、次いで「グループホーム」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.8 

78.9 

64.6 

62.5 

89.3 

13.4 

5.3 

18.8 

37.5 

3.6 

3.5 

5.3 

7.3 

2.5 

10.5 

3.1 

5.4 

6.3 

5.4 

1.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童（N=202）

身体障がい者手帳（N=19）

療育手帳（N=96）

精神障がい者保健福祉手帳

（N=8）

手帳は持っていない（N=56）

【手帳別】

自宅 グループホーム

福祉施設（入所） 医療的ケアのある施設・病院

その他 不明・無回答

障がいのある児童等  （N=202） 

身体障がい者手帳   （N=19） 

療育手帳        （N=96） 

精神障がい者保健福祉手帳 
      （N=8） 

手帳は持っていない  （N=56） 

 【手帳別】 

 

85.878.450.0 69.974.1 2.92.718.9 3.8 16.1 4.410.823.013.7 2.82.92.07.71.4 4.08.16.14.95.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（借家、アパート等を含む） グループホーム・ケアホーム

福祉施設（入所） その他

無回答

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

85.8

78.4

50.0

69.9

74.1

96.1

18.9

10.8

23.0

13.7

8.1

16.1

1.3

3.8

2.7

2.9

4.4

0.7

2.8

2.0

1.4

7.7

2.0

2.9

5.6

4.9

6.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

85.8

78.4

50.0

69.9

74.1

96.1

18.9

10.8

23.0

13.7

8.1

16.1

1.3

3.8

2.7

2.9

4.4

0.7

2.8

2.0

1.4

7.7

2.0

2.9

5.6

4.9

6.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

36 

 
（34） 大人になったらだれと一緒にくらしてもらいたいですか。 

※（33）で「自宅」と答えた方に聞きました 

児童問 26 

「母」の割合が最も高く、次いで「ひとりぐらし」「父」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答した人もいます 

 

 
 
【障がいのある児童等・手帳別クロス】       （単位：％） 

区分 

ひ
と
り
ぐ
ら
し 

父 母 祖
父 

祖
母 

兄 姉 弟 妹 そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

障がいのある児童等      （N=149） 30.9  26.2  43.0  －  0.7  3.4  1.3  1.3  0.7  12.8  2.0  

身体障がい者手帳     （N=15） 20.0  6.7  60.0  －  －  － －  － －  20.0  －  

療育手帳           （N=62） 17.7  29.0  48.4  －  －  6.5  3.2  1.6  －  9.7  1.6  

精神障がい者保健福祉手帳（N=5） 60.0  20.0  20.0  －  －  － －  － －  20.0  －  

手帳は持っていない    （N=50） 46.0  24.0  34.0  －  －  － －  － －  12.0  4.0  

※障がい別には、「身体障がい者手帳」と「療育手帳」の重複者７名、「療育手帳」と「精神障がい者保健福祉手帳」の重複者２名を

それぞれ含みます。 

 

 

 

30.9 

26.2 

43.0 

0

0.7 

3.4 

1.3 

1.3 

0.7 

12.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひとりぐらし

父

母

祖父

祖母

兄

姉

弟

妹

その他

不明・無回答

障がいのある児童等（N=149）

ひとりぐらし 

父  

母  

祖父  

祖母  

兄  

姉  

弟  

妹  

その他  

不明・無回答 
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４．相談について 

（35） 悩みや困ったことを相談する相手は誰ですか。（複数回答） 

身体問 22、知的問 22、精神問 24、児童問 27、難病問 18 

障がいのある人等すべてで「家族」の割合が最も高くなっています。 

なお、障がいのある児童等で「同じ障がいのある子どもを育てている友人・知人」の割合が５割強と

なっています。 

 

        （単位：％） 

区分 

家
族 

同
じ
障
が
い
が
あ

る
友
人
・知
人 

左
記
以
外
の
友

人
・知
人 

病
院
な
ど
の
医
療

機
関 

施
設
や
事
業
所
の

職
員 

市
の
窓
口 

相
談
支
援
セ
ン
タ

ー 身
体
障
が
い
者
相

談
員 

学
校
や
保
育
園
の

先
生 

身体障がいのある人 

（N=323） 
77.4 14.2 23.2 17.6 12.4 7.7 5.0 1.9   

65歳未満 （N=259） 75.3 16.2 25.9 17.0 9.7 8.1 3.9 1.9   

65歳以上 （N=58） 87.9 5.2 12.1 19.0 22.4 6.9 8.6 －   

知的障がいのある人 

（N=196） 
74.5 15.3 7.7 17.9 41.3 15.8 21.9     

精神障がいのある人 

（N=194） 
70.6 16.0 19.1 44.3 19.6 9.3 4.1     

障がいのある児童等 

（N=202） 
80.7 51.5 23.8 42.1 36.1 7.9 9.4 0.5 44.1 

難病患者   （N=155） 82.6 10.3 26.5 37.4 2.6 4.5 3.9     

 

区分 

い
な
い 

困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

     

身体障がいのある人 

（N=323） 
4.3 6.5 3.4 1.5      

65歳未満 （N=259） 4.2 7.3 3.9 1.5      

65歳以上 （N=58） 5.2 3.4 1.7 1.7      

知的障がいのある人 

（N=196） 
2.6 2.0 3.1 4.1      

精神障がいのある人 

（N=194） 
6.2 1.5 6.7 4.1      

障がいのある児童等 

（N=202） 
2.5 1.5 3.5 －      

難病患者   （N=155） 6.5 2.6 1.3 1.9      
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（36） 障がい者生活支援センター（春日苑、かすがい、JHN まある、あっとわん）、基幹相談支援

センター（しゃきょう）について知っていますか。 

身体問 23、知的問 23、精神問 25、児童問 28、難病問 19 

前回の調査と比較して、「知っている」の割合に大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9 

16.2 

10.3 

35.7 

18.6 

44.1 

8.4 

26.6 

25.9 

27.6 

28.1 

22.7 

32.2 

27.7 

56.3 

56.4 

56.9 

29.1 

53.1 

23.8 

61.3 

2.2 

1.5 

5.2 

7.1 

5.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 

      （N=202） 

難病患者  （N=155） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

18.2

18.9

35.2

14.2

40.6

6.6

29.5

29.7

23.5

27.3

37.8

33.6

49.5

43.2

37.2

56.3

20.3

57.2

8.1

4.1

2.6

1.4

2.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.118.9 35.214.2 40.66.6 29.229.7 23.527.3 37.833.6 49.843.2 37.256.3 20.357.2 2.98.14.12.21.42.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答
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（37） 障がい者生活支援センターもしくは基幹相談支援センターに相談をしたことがありますか。 

身体問 24、知的問 24、精神問 26、児童問 29、難病問 20 

前回の調査と比較して、大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0 

4.6 

1.7 

21.4 

14.4 

27.2 

1.9 

87.6 

88.0 

84.5 

67.3 

73.7 

69.8 

93.5 

8.4 

7.3 

13.8 

11.2 

11.9 

3.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

ある ない 不明・無回答

65歳未満 （N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 

      （N=202） 

難病患者  （N=155） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

4.0

10.8

22.4

12.6

23.1

93.1

81.1

72.4

78.7

73.4

96.1

8.1

5.1

8.7

2.0

2.0

3.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.010.8 22.412.623.12.0 93.181.1 72.478.7 73.496.1 2.98.15.18.73.52.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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（38） 障がい者生活支援センター、基幹相談支援センターについて満足していますか。 

※（37）で「ある」と答えた方に聞きました 

身体問 25、知的問 25、精神問 27、児童問 30、難病問 21 

前回の調査と比較して、「満足している」と「やや満足している」の合計の割合に大きな変化はありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1 

25.0 

35.7 

46.4 

18.2 

66.7 

46.2 

50.0 

38.1 

25.0 

50.9 

33.3 

7.7 

8.3 

14.3 

17.9 

20.0 

7.7 

8.3 

9.5 

3.6 

3.6 

15.4 

8.3 

100.0 

2.4 

7.1 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=13）

65歳未満（N=12）

65歳以上（N=1）

知的障がいのある人

（N=42）

精神障がいのある人

（N=28）

障がいのある児童

（N=55）

難病患者

（N=3）

【年齢区分別】

満足している やや満足している やや不満がある

不満がある 不明・無回答

65歳未満 （N=12） 

65歳以上 （N=1） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 

      （N=55） 

難病患者   （N=3） 

N =
身体障がいのある
人
（65歳未満）

11

身体障がいのある
人
（65歳以上）

4

知的障がいのある
人

44

精神障がいのある
人

23

障がいのある児童 33

難病患者 3

36.4

25.0

45.5

30.4

30.3

18.2

27.3

43.5

39.4

18.2

25.0

22.7

13.0

9.1

33.3

18.2

25.0

4.5

8.7

18.2

33.3

9.1

25.0

4.3

33.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.425.0 45.530.430.3 18.2 27.343.539.4 18.225.0 22.713.09.133.3 18.225.0 4.58.718.233.3 9.125.0 4.33.033.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している やや不満がある

不満がある 無回答
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（39） どのような点に不満を感じましたか。（複数回答） 

※（38）で「やや不満がある」「不満がある」と答えた方に聞きました 

身体問 26、知的問 26、精神問 28、児童問 31、難病問 22 

「困っていることが解消されない」の件数が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

1 

2 

1

2 

2 

8 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

5 

4 

1 

1 

7 

5 

0件 5件 10件 15件 20件 25件

相談員が十分な知識を持っていない

相談員が話をよく聞いてくれない

自分の意見を尊重してくれない

相談員がよく替わる

困っていることが解消されない

相談室にプライバシーが保たれていない

その他

身体障がいのある人（N=2） 知的障がいのある人（N=10）

精神障がいのある人（N=6） 障がいのある児童等（N=13）

※「難病患者」について、本設問に該当する回答者がいないためグラフには表記していません。

相談員が十分な知識を持っていない 

相談員が話をよく聞いてくれない 

自分の意見を尊重してくれない 

相談員がよく替わる 

困っていることが解消されない 

相談室にプライバシーが保たれていない 

その他 
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（40） 障がい者生活支援センター、基幹相談支援センターで相談していること、相談したいと思

うことは何ですか。（複数回答） 

身体問 27、知的問 27、精神問 29、児童問 32、難病問 23 

「特にない」を除くと、精神障がいのある人で「日常生活（お金や生活の悩みなど）に関すること」、

知的障がいのある人で「障がい福祉サービス（ヘルパーや施設）の利用に関すること」、障がいのある児

童等で「なんとなく不安に思うこと」の割合が最も高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 知的障がい

のある人 

精神障がい

のある人 

障がいのある

児童等 
難病患者 

 （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 202 155 

1位 

特にない 

 

 

 

 

（46.7） 

特にない 

 

 

 

 

（46.3） 

特にない 

 

 

 

 

（48.3） 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（29.1） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（35.6） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（36.6） 

特にない 

 

 

 

 

（52.9） 

2位 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（20.7） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（23.2） 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（20.7） 

特にない 

 

 

 

 

（29.1） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（27.8） 

園や学校で

の対応のこ

と 

 

 

（31.2） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（18.7） 

3位 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（18.9） 

仕事に関す

ること 

 

 

 

（19.3） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（13.8） 

成年後見制

度や虐待な

ど権利擁護

に関するこ

と 

（23.0） 

特にない 

 

 

 

 

（27.8） 

（子どもの）

仕事に関す

ること 

 

 

（30.2） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（18.1） 

4位 

仕事に関す

ること 

 

 

 

（16.1） 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（18.1） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（8.6） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（20.4） 

仕事に関す

ること 

 

 

 

（25.3） 

日常生活（お

金や生活の

悩みなど）に

関すること 

 

（27.7） 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（15.5） 

5位 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（14.9） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（15.1） 

成年後見制

度や虐待な

ど権利擁護

に関するこ

と 

（1.7） 

なんとなく

不安に思う

こと 

 

 

（17.9） 

障がい福祉

サービス（ヘ

ルパーや施

設）の利用に

関すること 

（18.6） 

成年後見制

度や虐待な

ど権利擁護

に関するこ

と 

（22.3） 

仕事に関す

ること 

 

 

 

（12.9） 
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５．障がい福祉サービスについて 

（41） 現在、次にあげる障がい福祉サービスを利用していますか。 

身体問 18①、知的問 18①、精神問 19①、児童問 16①、難病問 14① 

65歳以上の身体障がいのある人、知的障がいのある人及び障がいのある児童等でサービス利用者が多く

なっています。 

 

■「現在、利用している」と回答した方       （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数(

件) 

居
宅
介
護
・重
度
訪
問
介
護 

移
動
支
援
・行
動
援
護
・同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

自
立
訓
練
（機
能
訓
練
・生
活
訓
練
） 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

就
労
移
行
支
援
・就
労
継
続
支
援
Ａ
・Ｂ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

意
思
疎
通
支
援 

訪
問
入
浴 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

日
中
一
時
支
援 

身体障がいのある人 323 9.3  7.1  5.3  10.2  11.5  5.0  4.3  1.2  0.3  1.9     3.4 

（65歳未満） 259 7.7  7.7  5.0  8.5  8.9  4.2  5.0  1.2  0.4  2.3     3.1 

（65歳以上） 58 17.2  5.2  5.2  17.2  22.4  8.6  － 1.7  －  －    3.4 

知的障がいのある人 196 5.6  19.9  9.2  25.5  10.7  20.9  30.1  10.2  －  －    4.6 

精神障がいのある人 194 4.1  1.0  3.1  4.1  7.7  7.2  14.4  1.5  0.5  －    1.0 

障がいのある児童等 202 2.5  5.0  3.5  1.5  4.5  －  1.5  － － 30.7  39.1  0.5  8.4 

難病患者 155 1.9  －  1.3  0.6  4.5   0.6 －      － 
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（42） 市が支給決定をしている時間数又は日数は、いかがですか。 

居宅問１ 

「ちょうどよい」の割合が最も高く、次いで「少ない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

（43） 利用したい曜日、時間にサービスを利用できていますか。 

居宅問４ 

「できている」の割合が最も高く、次いで「おおむねできている」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

1.9 

74.7 12.0 6.3 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅サービス利用者

（N=316）

多い ちょうどよい

少ない 利用していないからわからない

不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多い ちょうどよい

少ない 利用していないからわからない

無回答

N =

サービス利用者 308 13.0 10.4

1.0

67.5 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多い

ちょうどよい

少ない

利用していないからわからない

無回答

日中・居宅サービス
利用者

N =

日中・居宅サービス
利用者

308 13.0 8.144.5 31.5

2.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

できている おおむねできている

できていない わからない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できている おおむねできている

できていない わからない

無回答

44.0 36.7 13.0 

3.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅サービス利用者

（N=316）

できている おおむねできている できていない

わからない 不明・無回答
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（44） 利用できていない理由について 
※（43）で「できていない」と答えた方に聞きました 

居宅問４-２ 

前回の調査と比較して、「利用したい事業所の空きがないから」「利用したい時間帯・曜日に事業所がサ

ービスを提供していないから」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

［主な「その他」の内容］ 

内容 

本人の体調による、体調の調整ができない 

現在、利用場所を考え中 

支給時間が足りない 

緊急時に利用できるサービスがない  
 

 

9.8 31.7 46.3 12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅サービス利用者

（N=41）

利用したい事業所の空きがないから

利用したい時間帯・曜日に事業所がサービスを提供していないから

その他

不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい事業所の空きがないから
利用したい時間帯・曜日に事業所がサービスを提供していないから
その他
無回答

N =

サービス利用者 40 27.520.0 45.0 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい事業所の空きがないから

利用したい時間帯・曜日に事業所がサービスを提供していないから

その他

無回答

日中・居宅サービス
利用者
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（45） 現在、利用している居宅サービス、グループホーム、施設に満足していますか。 

居宅問５、グループホーム問１、施設問１ 

「満足している」（「満足している」と「まあまあ満足している」の合計）の割合は、いずれの利用者も

８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

46.8 

49.3 

50.9 

34.5 

40.0 

33.3 

8.9 

5.3 

6.0 

8.0 

7.9 

3.8 

2.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅サービス利用者

（N=316）

ＧＨ利用者（N=75）

施設利用者（N=114）

満足している まあまあ満足している どちらでもない

不満である 不明・無回答 0

居宅サービス利用者 
（N=316） 

グループホーム利用者 
（N=75） 

施設入所者   （N=114） 

N =

日中・居宅サービス
利用者

308

グループホーム・ケ
アホーム利用者

32

施設入所者 94

46.9

47.9 27.7

5.8

6.3

4.3 17.0

9.4

6.3

40.9 35.7

31.3

8.1

9.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあまあ満足している

どちらでもない 不満である

無回答

40.9 35.7 5.8 8.1 9.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあまあ満足している どちらでもない

不満である 無回答
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（46） どのような点に不満を感じますか。（複数回答） 

居宅問５-２、グループホーム問１-２、施設問１-２ 

居宅サービス利用者で「送迎の時間」、グループホーム利用者で「他の利用者との人間関係」、施設利用

者で「ヘルパー（支援員）の態度」の割合がそれぞれ最も高くなっています。 

         （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数
（件
） 

施
設
の
設
備 

ヘ
ル
パ
ー
（支
援
員
）の
態
度 

ヘ
ル
パ
ー
（支
援
員
）の
技
術 

送
迎
の
時
間 

他
の
利
用
者
と
の
人
間
関
係 

家
賃
、
利
用
料
金 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

    

居宅サービス利用者 19 5.3  21.1  21.1  26.3    52.6  －      

グループホーム利用者 6 －   －  16.7   33.3  － 66.7  －      

施設入所者 9 33.3  44.4  22.2   22.2   11.1  －      

 
※「送迎の時間」は居宅サービス利用者のみ、「他の利用者との人間関係」はグループホーム利用者、施設利用者のみ、

「家賃、利用料金」はグループホーム利用者のみの選択肢です。 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

施
設
の
設
備 

ヘ
ル
パ
ー
・
支
援

員
の
態
度 

ヘ
ル
パ
ー
・
支
援

員
の
技
術 

送
迎
の
時
間 

他
の
利
用
者
と
の

人
間
関
係 

家
賃
、
利
用
料
金 

そ
の
他 

無
回
答 

日中・居宅サービス 

利用者 
25 12.0 28.0 40.0 12.0   44.0 4.0 

グループホーム・ 

ケアホーム利用者 
3 33.3 33.3 -  66.7 - - - 

施設入所者 16 12.5 - -  18.8  50.0 25.0 
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（47） 土曜日や日曜日など、施設に通所しない日は、何をして過ごしていますか。（複数回答） 

グループホーム問２ 

「外出する」の割合が最も高く、次いで「テレビを見る」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 32 ％

テレビを見る

本を読む

外出する

実家に帰る

その他

無回答

46.9

15.6

53.1

34.4

12.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

56.0 

10.7 

62.7 

44.0 

30.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビを見る

本を読む

外出する

実家に帰る

その他

不明・無回答

グループホーム利用者（N=75）

テレビを見る 

本を読む 

外出する 

実家に帰る 

その他 

不明・無回答        
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（48） 今後、施設を退所し、地域で自立して生活したいですか。 

施設問２ 

「今のままでよい」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（49） 現在、利用しているサービスを今後も利用しますか。 

居宅問６ 

「利用する」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

N =

施設利用者 94

2.1

63.8 5.3 7.4 14.9 4.3 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.1 63.8 5.3 7.4 14.9 4.32.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らしをしたい 今のままでよい

他の施設に移りたい グループホーム・ケアホームに移りたい

わからない その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する 他の事業所に変更したい

利用したくない わからない

無回答

N =

サービス利用者 308 17.973.7

1.6 0.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する 他の事業所に変更したい

利用したくない わからない

無回答

日中・居宅サービス
利用者

0.9 

75.4 

2.6 2.6 7.9 4.4 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設入所者（N=114）

一人暮らしをしたい 今のままでよい

他の施設に移りたい グループホームに移りたい

わからない その他

不明・無回答

88.0 

1.9 5.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅サービス利用者

（N=316）

利用する 他の事業所に変更したい

利用したくない わからない

不明・無回答
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（50） 今後、新たに利用したいサービスは何ですか。（複数回答） 

居宅問７、グループホーム問３ 

「わからない」を除くと、いずれの利用者も「移動支援」の割合が最も高くなっています。 

           （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数(

件) 

居
宅
介
護 

重
度
訪
問
介
護 

同
行
援
護 

行
動
援
護 

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援 

生
活
介
護 

自
立
訓
練
（機
能
訓
練
） 

自
立
訓
練
（生
活
訓
練
） 

就
労
移
行
支
援 

就
労
継
続
支
援(

Ａ
型) 

就
労
継
続
支
援(

Ｂ
型) 

療
養
介
護 

居宅サービス利用者 316 8.2 2.5 1.6 7.3 0.9 4.4 6.0 8.2 7.3 5.7 8.2 0.6 

グループホーム利用者 75 8.0 1.3 4.0 17.3 4.0 12.0 5.3 9.3 5.3 6.7 12.0 6.7 

           （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数(

件) 

短
期
入
所 

共
同
生
活
援
助(G

H
) 

施
設
入
所
支
援 

計
画
相
談
支
援 

地
域
移
行
支
援 

地
域
定
着
支
援 

移
動
支
援 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

日
中
一
時
支
援 

訪
問
入
浴 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・無
回
答 

居宅サービス利用者 316 9.2 5.4 2.5 8.9 0.6 2.2 13.6 5.4 7.9 1.6 15.2 41.1 

グループホーム利用者 75 8.0  1.3 13.3 4.0 2.7 30.7 21.3 13.3 － 8.0 29.3 

参考：平成 25年度調査結果                                     単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

居
宅
介
護 

重
度
訪
問
介
護 

同
行
援
護 

行
動
援
護 

重
度
障
が
い
者
等
包
括 

支
援 

生
活
介
護 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
） 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 

就
労
移
行
支
援 

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
） 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

療
養
介
護 

日中・居宅サービス利用者 308  6.8  1.9  2.9  7.8  2.3  4.2  9.7 9.4  6.8  7.1  1.6  

グループホーム・ケアホーム利用者 32  － － 3.1  6.3  － 3.1  3.1  9.4  6.3  3.1  12.5  3.1  

 

区分 

短
期
入
所 

共
同
生
活
援
助
（
GH
） 

共
同
生
活
介
護
（
CH
） 

施
設
入
所
支
援 

計
画
相
談
支
援 

地
域
移
行
支
援 

地
域
定
着
支
援 

移
動
支
援
事
業 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業 

日
中
一
時
支
援
事
業 

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

日中・居宅サービス利用者 13.3  9.7  3.2  12.3  0.6  3.2  11.4  8.1  8.4  2.3  15.6  37.3   

グループホーム・ケアホーム利用者 3.1  18.8  － 12.5  3.1  －         25.0  40.6   

※日中・居宅サービス利用者では「自立訓練（機能訓練）」「自立訓練（生活訓練）」はまとめて１つの選択肢となってい

ます。  
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（51） 次にあげる障がい福祉サービスを今後利用したいですか。 

身体問 18②、知的問 18②、精神問 19②、児童問 16②、難病問 14② 

身体障がいのある人で「短期入所」「自立訓練（機能訓練・生活訓練）」「移動支援・行動援護・同行援

護」、知的障がいのある人で「地域活動支援センター」「短期入所」、精神障がいのある人で「居宅介護・

重度訪問介護」「就労移行支援・就労継続支援Ａ・Ｂ」、障がいのある児童等で「放課後等デイサービス」、

難病患者で「短期入所」「居宅介護・重度訪問介護」「自立訓練（機能訓練・生活訓練）」の割合が高くな

っています。 

 

■「利用したい」と回答した方         （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数(

件) 

居
宅
介
護
・重
度
訪
問
介
護 

移
動
支
援
・行
動
援
護
・同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

自
立
訓
練
（機
能
訓
練
・生
活
訓
練
） 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

就
労
移
行
支
援
・就
労
継
続
支
援
Ａ 

・Ｂ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

意
思
疎
通
支
援 

訪
問
入
浴 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

日
中
一
時
支
援 

身体障がいのある人 323 28.5  30.3  32.5  27.9  32.5  21.1  18.9  16.7  10.8  17.3     19.2  

（65歳未満） 259 28.2  28.6  31.7  27.0  32.0  20.5  22.4  17.4  10.8  16.2     17.8 

（65歳以上） 58 27.6  34.5  36.2  31.0  32.8  24.1  1.7  13.8  10.3  20.7     22.4 

知的障がいのある人 196 25.5  36.2  39.3  30.1  32.7  40.3  35.2  36.2  3.1  7.7     31.6 

精神障がいのある人 194 32.5  24.7  23.2  18.6  27.8  27.3  32.5  19.6  5.7  10.3     17.5 

障がいのある児童等 202 12.4  29.2  27.2  15.3  30.2  34.2  43.6   2.5  5.0  44.1  58.4  20.3  31.2 

難病患者 155 26.5  21.3  27.1  20.0  25.8   13.5  13.5       20.0  
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参考：平成 25年度調査結果 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

居
宅
介
護
・
重
度
訪
問 

介
護 

移
動
支
援
・
行
動 

援
護
・
同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー 

就
労
移
行
支
援
・ 

就
労
継
続
支
援
A
・ 

B グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・ 

ケ
ア
ホ
ー
ム 

相
談
支
援 

身体障がいのある人 

（65歳未満） 
230  0.4 3.0 1.3 1.3 3.9 4.3 1.7 8.7 

身体障がいのある人 

（65歳以上） 
27  7.4  14.8  14.8  3.7  3.7  － 3.7  7.4  

知的障がいのある人 81  3.7  7.4  13.6  7.4  4.9  7.4  9.9  23.5  

精神障がいのある人 133  7.5  6.8  8.3  5.3  10.5  18.0  6.8  20.3  

障がいのある児童 59  － 10.2  3.4  1.7  3.4  13.6    16.9  

難病患者 152  2.0  0.7  2.0  0.7  0.7  0.7  0.7  7.9  

 

区分 

意
思
疎
通
支
援 

訪
問
入
浴 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ 

サ
ー
ビ
ス 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

そ
の
他 

利
用
し
た
く
な
い 

無
回
答 

 

身体障がいのある人 

（65歳未満） 
0.4  0.4        21.7 47.4 13.5  

身体障がいのある人 

（65歳以上） 
3.7  3.7        18.5  22.2  33.3   

知的障がいのある人 1.2  －       9.9  39.5  9.9   

精神障がいのある人 － －       12.8  27.1  15.0   

障がいのある児童 1.7  3.4  16.9  28.8  8.5  11.9  23.7  10.2   

難病患者 － －       13.2  61.2  13.2   
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（52） 居宅介護・重度訪問介護をどのくらいの期間利用していますか。およその期間を数字で記

入してください。 
※（41）で居宅介護・重度訪問介護を「現在、利用している」と答えた方に聞きました 

身体問 19、知的問 19、精神問 20、難病問 15 

「10年以上」のサービス利用者の割合は、身体障がいのある人で３割弱、知的障がいのある人で４割弱

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0 

5.0 

20.0 

9.1 

25.0 

30.0 

30.0 

30.0 

18.2 

37.5 

13.3 

15.0 

10.0 

27.3 

26.7 

30.0 

20.0 

36.4 

12.5 

20.0 

20.0 

20.0 

9.1 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=30）

65歳未満（N=20）

65歳以上（N=10）

知的障がいのある人

（N=11）

精神障がいのある人

（N=8）

【年齢区分別】

１年未満 １年～５年未満 ５年～10年未満 10年以上 不明・無回答 0

66.7 33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

難病患者（N=3）

１年未満 １年～３年未満 ３年以上 不明・無回答

65歳未満 （N=20） 

65歳以上 （N=10） 

 【年齢区分別】 

 

難病患者  （N=3） 
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（53） 児童発達支援を利用するきっかけは何でしたか。 

※（41）で児童発達支援を「利用している」と答えた方に聞きました 

児童問 17 

「乳幼児健康診査（１歳６か月や３歳児など）時の保健師からの紹介」の割合が最も高く、次いで「児

童相談センターや市の発達相談などの窓口からの紹介」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8 

35.5 

9.7 

14.5 

12.9 

1.6 

0

0

17.7 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40%

保育園や幼稚園、学校からの紹介

乳幼児健康診査（１歳６か月や３歳児など）

時の保健師からの紹介

医療機関からの紹介

児童相談センターや市の発達相談などの

窓口からの紹介

家族や友人からの紹介

障がい者生活支援センター、基幹相談

支援センターからの紹介

市の広報

市などのホームページ

その他

不明・無回答

障がいのある児童等（N=62）

保育園や幼稚園、学校からの紹介 

乳幼児健康診査（１歳６か月や３歳児など） 

時の保健師からの紹介 

医療機関からの紹介 

児童相談センターや市の発達相談などの               

窓口からの紹介 

家族や友人からの紹介 

障がい者生活支援センター、基幹相談支援 

センターからの紹介 

市の広報 

市などのホームページ 

その他 

不明・無回答 

 

障がいのある児童等（N=62） 
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（54） 現在、福祉サービスを利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

※（41）ですべて「利用していない」と答えた方に聞きました（現在サービスを利用していない方） 

身体問 20、知的問 20、精神問 21、児童問 18、難病問 16 

障がいのある人すべてで「家族などの介助で十分だから」の割合が最も高くなっています。 

       （単位：％） 

区分 

家
族
な
ど
の
介
助
で
十
分
だ

か
ら 

困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
消
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

金
銭
的
な
余
裕
が
な
い
か
ら 

他
人
の
世
話
に
な
る
の
は
抵

抗
を
感
じ
る
か
ら 

他
人
に
家
庭
に
入
っ
て
き
て
ほ

し
く
な
い
か
ら 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
か
ら 

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
事
業
所
の
定
員

に
空
き
が
な
い
か
ら 

障
が
い
が
重
度
で
あ
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

に
移
動
で
き
な
い
か
ら 

医
療
的
ケ
ア
を
提
供
で
き
る

事
業
所
が
な
い
か
ら 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら 

身体障がいのある人 

（N=209） 
56.9  2.9  9.1  11.5  7.7  1.9  －  0.5  1.0  7.2  

65歳未満  （N=181） 58.6  3.3  9.9  12.7  8.3  2.2  －  0.6  1.1  7.7  

65歳以上   （N=27） 48.1  － 3.7  3.7  3.7  － －  －  －  3.7  

知的障がいのある人 

（N=53） 
64.2  3.8  7.5  17.0  15.1  1.9  1.9  1.9  3.8  13.2  

精神障がいのある人 

（N=116） 
43.1  5.2  14.7  15.5  14.7  1.7  －  0.9  1.7  6.0  

障がいのある児童 

（N=61） 
67.2  8.2  6.6  4.9  3.3  6.6  3.3  1.6  3.3  3.3  

難病患者    （N=134） 50.7  4.5  7.5  8.2  4.5  3.0  0.7  0.7  1.5  2.2  

           

区分 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

        

身体障がいのある人 

（N=209） 
21.5  10.0          

65歳未満  （N=181） 19.9  8.8          

65歳以上   （N=27） 33.3  14.8          

知的障がいのある人 

（N=53） 
20.8  7.5          

精神障がいのある人 

（N=116） 
14.7  26.7          

障がいのある児童 

（N=61） 
21.3  8.2          

難病患者    （N=134） 40.3  4.5          

［主な「その他」の内容］ 

内容 
 

内容 

自分で生活できるため必要ない  相談先が分からない 

サービスを利用するほどではない  本人が受けるをの拒む、行動しない 

なるべく自立していたいから  人と接するをの拒む 

施設に入所しているから  介助する人に迷惑がかかる 
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参考：平成 25年度調査結果 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

家
族
な
ど
の
介
助
で
十
分
だ
か
ら 

困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
消
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
な
い
か
ら 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
金
銭
的
な

余
裕
が
な
い
か
ら 

他
人
の
世
話
に
な
る
の
は
抵
抗
を
感
じ

る
か
ら 

他
人
に
家
庭
に
入
っ
て
き
て
ほ
し
く
な

い
か
ら 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
る
か
ら 

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
事
業
所
の
定
員
に
空
き
が
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

身体障がいのある人 

（65歳未満） 
230  62.2  4.8  4.8  4.8  3.5  2.6  0.9  23.9  6.1  

身体障がいのある人 

（65歳以上） 
27  70.4  － 7.4  11.1  3.7  3.7  － 11.1  18.5  

知的障がいのある人 81  66.7  4.9  7.4  3.7  3.7  3.7  1.2  14.8  13.6  

精神障がいのある人 133  36.1  18.8  16.5  19.5  13.5  8.3  - 26.3  6.0  

障がいのある児童 59  57.6  10.2  6.8  1.7  1.7  1.7  1.7  30.5  3.4  
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（55） 地域活動支援センターを利用していない、また、今後も利用しない理由は何ですか。 

※（41）（51）で地域活動支援センターを「利用していない」「利用したくない」と答えた方に聞き

ました 

精神問 22 

「家族などの介助で十分だから」の割合が最も高く、次いで「サービスを利用する金銭的な余裕がない

から」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

0

4.6 

12.8 

5.5 

10.1 

3.7 

27.5 

19.3 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40%

相談支援事業を併せて行っている

事業所（Ⅰ型）がないから

利用したい事業所の定員に空きがないから

障がいが重度であるため、事業所に移動

できないから

サービスを利用する

金銭的な余裕がないから

サービスを利用することに抵抗を感じるから

サービスがあることを知らなかったから

他人の世話になるのは抵抗を感じるから

家族などの介助で十分だから

その他

不明・無回答

精神障がいのある人（N=109）

相談支援事業を併せて行っている事業所 

（Ⅰ型）がないから 

 
利用したい事業所の定員に空きがないから 

障がいが重度であるため、事業所に移動でき

ないから 

サービスを利用する金銭的な余裕がないから 

サービスを利用することに抵抗を感じるから 

サービスがあることを知らなかったから 

他人の世話になるのは抵抗を感じるから 

家族などの介助で十分だから 

その他 

不明・無回答 

精神障がいのある人（N=109） 
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（56） 障害者総合支援法の改正により、以下のサービスが新たに創設・拡充されることとなりま

す。今後利用したいと思いますか。 

身体問 21、知的問 21、精神問 23、児童問 19、難病問 17 

身体障がいのある人でいずれのサービスの割合も３割弱、知的障がいのある人で「重度訪問介護（医

療機関入院時の利用）」が４割弱、精神障がいのある人で「就労定着支援」が４割弱、障がいのある児

童等でいずれのサービスも２割弱、難病患者でいずれのサービスも３割弱となっています。 

 

   ■「利用したい」と回答した人      （単位：％） 

区分 

有
効
回
答
数(

件) 

自
立
生
活
援
助 

就
労
定
着
支
援 

重
度
訪
問
介
護 

（医
療
機
関
入
院
時
の
利
用
） 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援 

身体障がいのある人 323 26.9  29.1  28.8   

（65歳未満） 259 26.6  34.0  29.7   

（65歳以上） 58 29.3  6.9  25.9   

知的障がいのある人 196 25.5 36.2  39.3   

精神障がいのある人 194 29.9  35.6  17.5   

障がいのある児童等 202   14.9  16.8  

難病患者 155 26.5  28.4  26.5   
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（57） あなたは、児童発達支援センター（春日井こども学園）について知っていますか。また、利用

したことがありますか。 

児童問 22 

「知らない、聞いたことがない」の割合が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4 

8.3 

8.9 

26.2 

21.1 

30.2 

25.0 

25.0 

15.8 

21.1 

14.6 

12.5 

17.9 

50.5 

57.9 

45.8 

62.5 

48.2 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童（N=202）

身体障がい者手帳（N=19）

療育手帳（N=96）

精神障がい者保健福祉手帳

（N=8）

手帳は持っていない（N=56）

【手帳別】

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

聞いたことはあるがよくわからない 知らない、聞いたことがない

不明・無回答 0

障がいのある児童等 （N=202） 

身体障がい者手帳 （N=19） 

療育手帳       （N=96） 

精神障がい者保健福祉手帳 
               （N=8） 

手帳は持っていない （N=56） 

 【手帳別】 
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６．保健・医療について 

（58） 風邪、歯の治療などすべての医療について、最近３か月で、病院にどれくらい通院しました

か。 

身体問 28、知的問 28、精神問 30、児童問 33、難病問 24 

障がいのある人等すべてで「月に１回程度」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.1 

45.2 

53.4 

46.9 

38.7 

58.9 

56.8 

10.8 

10.8 

10.3 

10.7 

19.6 

20.3 

14.8 

8.0 

8.5 

6.9 

5.1 

10.8 

6.4 

7.1 

11.1 

12.4 

6.9 

3.1 

2.1 

2.0 

7.1 

1.9 

0.8 

3.4 

1.0 

1.3 

17.6 

18.1 

15.5 

30.1 

19.6 

12.4 

9.7 

4.3 

4.2 

3.4 

4.1 

8.2 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

月に１回程度 ２週間に１回程度 週に１回程度

週に２～４回程度 週に５回以上 通院していない

不明・無回答 0

65歳未満 （N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 
       （N=202） 

難病患者  （N=155） 
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（59） 風邪、歯の治療などすべての医療費は、１か月あたりいくら負担していますか。 

身体問 29、知的問 29、精神問 31、児童問 34、難病問 25 

難病患者で「5,000 円～１万円未満」の割合が最も高く、その他の障がいのある人等で「０円」の割合

が最も高くなっています。なお、難病患者は全体として他の障がい等と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.2 

64.5 

55.2 

73.5 

40.7 

85.6 

5.8 

9.3 

8.1 

15.5 

7.7 

18.6 

10.4 

18.7 

7.4 

6.2 

13.8 

7.7 

16.0 

3.0 

25.2 

6.5 

7.7 

1.7 

2.0 

11.3 

1.0 

25.8 

4.6 

5.0 

3.4 

2.0 

2.1 

18.7 

2.2 

2.3 

1.7 

1.5 

1.9 

6.8 

6.2 

8.6 

7.1 

9.8 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

０円 １円～3,000円未満 3,000円～5,000円未満

5,000円～１万円未満 １万円～３万円未満 ３万円以上

不明・無回答 0

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 

（N=202） 

難病患者  （N=155） 
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（60） 医療について、困ったことや不便に思ったことがありますか。（複数回答） 

身体問 30、知的問 30、精神問 32、児童問 35、難病問 26 

「特に困ったことはない」を除いて、知的障がいのある人及び精神障がいのある人で「障がい（疾病）

のため症状を正確に伝えられない」、障がいのある児童等で「障がい（疾病）に配慮してもらえない」、難

病患者で「医療費の負担が大きい・できない」の割合がそれぞれ他の障がい等と比べて高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 知的障がい

のある人 

精神障がい

のある人 

障がいのある

児童等 
難病患者 

 （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 202 155 

1位 

特に困った

ことはない 

 

 

 

 （61.6） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（63.3） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（51.7） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（48.0） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（40.7） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（47.5） 

特に困った

ことはない 

 

 

 

（48.4） 

2位 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

 

（8.4） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

 

（8.9） 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

 

（10.3） 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

 

（31.1） 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

 

（25.3） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

 

（21.8） 

医療費の負

担 が 大 き

い・できない 

 

 

 

（33.5） 

3位 

医療費の負

担 が 大 き

い・できない 

 

 

 

（8.0） 

医療費の負

担 が 大 き

い・できない 

 

 

 

（8.9） 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

 

（10.3） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

 

（8.7） 

医療費の負

担 が 大 き

い・できない 

 

 

 

（19.1） 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

 

（18.8） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

 

（5.8） 

4位 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

（7.1） 

障がい（疾

病）のため症

状を正確に

伝えられな

い 

（6.6） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

（6.9） 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

（7.1） 

障がい（疾

病）に配慮し

てもらえな

い 

 

（12.4） 

通院すると

きに付き添

いをしてく

れる人がい

ない 

（7.9） 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

（4.5） 

5位 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

 

（6.2） 

通院すると

きに付き添

いをしてく

れる人がい

ない 

 

（5.8） 

医療費の負

担 が 大 き

い・できない 

 

 

 

（5.2） 

障がい（疾

病）が重度で

いつも介護

を必要とす

るため、入院

できない 

（5.6） 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

 

（10.8） 

気軽に往診

を頼める医

師がいない 

 

 

 

（6.9） 

通院すると

きに付き添

いをしてく

れる人がい

ない 

 

（3.2） 
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７．余暇活動について 

（61） １週間のうちに自分の楽しみに使う時間はどれくらいありますか。 

身体問 31、知的問 31、精神問 33、難病問 27 

知的障がいのある人で「20時間以上」の割合が、その他の障がいのある人で「１～５時間程度」の割合

がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.3 

6.6 

17.0 

10.3 

26.6 

23.5 

32.0 

31.0 

15.2 

14.8 

16.0 

18.7 

20.7 

17.9 

10.3 

16.8 

21.4 

27.0 

18.0 

20.0 

6.8 

10.2 

6.7 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

ほとんどない １～５時間程度 ６～10時間程度

10～20時間程度 20時間以上 不明・無回答

難病患者 （N=155） 
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（62） 自分の楽しみに使う時間をどのように過ごしていますか。（複数回答） 

身体問 32、知的問 32、精神問 34、難病問 28 

障がいのある人すべてで「テレビを見る」の割合が最も高く、次いで「買い物に行く」となっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 
難病患者 

 （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 155 

1位 

テレビを見る 

 

 

（63.2） 

テレビを見る 

 

 

（62.5） 

テレビを見る 

 

 

（67.2） 

テレビを見る 

 

 

（65.3） 

テレビを見る 

 

 

（49.0） 

テレビを見る 

 

 

（57.4） 

2位 

買い物に行く 

 

 

（42.7） 

買い物に行く 

 

 

（42.9） 

買い物に行く 

 

 

（39.7） 

買い物に行く 

 

 

（47.4） 

買い物に行く 

 

 

（34.5） 

買い物に行く 

 

 

（43.9） 

3位 

友人と会う 

 

 

（24.5） 

友人と会う 

 

 

（26.3） 

レストラン、喫

茶店に行く 

 

（20.7） 

ゲームをする 

 

 

（24.5） 

友人と会う 

 

 

（22.7） 

友人と会う 

 

 

（34.8） 

4位 

レストラン、喫

茶店に行く 

 

（16.4） 

散歩をする 

 

 

（16.6） 

友人と会う 

 

 

（17.2） 

散歩をする 

 

 

（21.4） 

散歩をする 

 

 

（19.6） 

ゲームをする 

 

 

（16.8） 

5位 

散歩をする 

（15.8） 

ゲームをする 

 

 

（16.2） 

散歩をする 

（13.8） 

レストラン、喫

茶店に行く 

 

 

（17.3） 

ゲームをする 

 

 

 

（14.9） 

散歩をする 

（16.1） 

読書をする 

 

（15.8） 

読書をする 

 

（13.8） 

レストラン、喫

茶店に行く 

（16.1） 
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（63） 自分の楽しみに使う時間を、今後どのように過ごしたいですか。（複数回答） 

身体問 33、知的問 33、精神問 35、難病問 29 

全体的には、「旅行をする」「テレビを見る」「買い物に行く」の割合が高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 
難病患者 

 （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 155 

1位 

テレビを見る 

 

 

（37.2） 

旅行をする 

 

 

（36.3） 

テレビを見る 

 

 

（46.6） 

買い物に行く 

 

 

（39.8） 

買い物に行く 

 

 

（32.5） 

旅行をする 

 

 

（49.7） 

2位 

買い物に行く 

 

 

（32.8） 

テレビを見る 

 

 

（35.5） 

買い物に行く 

 

 

（34.5） 

テレビを見る 

 

 

（38.3） 

友人と会う 

 

 

（32.0） 

友人と会う 

 

 

（43.2） 

3位 

旅行をする 

 

 

（31.9） 

買い物に行く 

 

 

（32.8） 

散歩をする 

 

 

（32.8） 

旅行をする 

 

 

（26.5） 

テレビを見る 

 

 

（31.4） 

買い物に行く 

 

 

（32.3） 

4位 

友人と会う 

 

 

（22.6） 

友人と会う 

 

 

（23.9） 

レストラン、喫

茶店に行く 

 

（20.7） 

レストラン、喫

茶店に行く 

 

（24.5） 

旅行をする 

 

 

（23.7） 

テレビを見る 

 

 

（27.1） 

5位 

散歩をする 

 

 

（21.1） 

映画や演劇を

見にいく 

 

（20.5） 

友人と会う 

 

 

（17.2） 

散歩をする 

 

 

（17.9） 

散歩をする 

 

 

（21.1） 

運動をする 

 

 

（25.8） 
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15.3 

13.9 

43.1 

24.3 

10.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人と自宅や外で遊ぶ

自宅でひとりで過ごしている

家族などと外出する

放課後等デイサービスなどに通所している

その他

不明・無回答

障がいのある児童等（N=202）

 
（64） お子さんは、放課後や休日など自由な時間をどのように過ごしていますか。 

児童問 36 

「家族などと外出する」の割合が最も高く、次いで「放課後等デイサービスなどに通所している」とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答した人もいます 

  
【障がいのある児童等・手帳別クロス】       （単位：％） 

区分 

友
人
と
自
宅
や
外
で

遊
ぶ 

自
宅
で
ひ
と
り
で
過

ご
し
て
い
る 

家
族
な
ど
と
外
出
す

る 放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
通
所
し

て
い
る 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

身体障がい者手帳       （N=19） 26.3  15.8  42.1  5.3  21.1  －  

療育手帳             （N=96） 6.3  11.5  35.4  37.5  13.5  －  

精神障がい者保健福祉手帳 （N=8） －  62.5  12.5  25.0  12.5  －  

手帳は持っていない      （N=56） 26.8  10.7  51.8  8.9  5.4  1.8  

 

 

友人と自宅や外で遊ぶ 

自宅でひとりで過ごしている 

家族などと外出する 

放課後等デイサービスなどに通所している 

その他 

不明・無回答 

障がいのある児童等（N=202） 
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（65） 市の図書館に、点字図書やＤＡＩＳＹ（デイジー）図書のほかに、大活字図書があるのを知っ

ていますか。 
※視覚障がいのある方に聞きました 

身体問 34 

「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高く５割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（66） いつでも自宅でゆっくりと読書をするために、大活字図書を購入したいと思いますか。 

※視覚障がいのある方に聞きました 

身体問 35 

「思う」の割合が１割半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.4 53.8 30.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障がいの

ある人（N=26）

思う 思わない 不明・無回答

11.5 11.5 

3.8 

46.2 26.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障がいの

ある人（N=26）

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

聞いたことはあるがよくわからない 知らない、聞いたことがない

不明・無回答
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N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

難病患者 152

3.8

32.9

7.7

20.4

4.4

5.3

12.0

14.5

4.4 55.2

23.7

4.4

18.9

21.6

5.1

9.4

4.9

23.5

0.3

0.5

7.5

1.6

3.1

0.3

1.0

15.6

1.6

10.2

0.3

1.3

1.3

32.1

41.6

2.0

4.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

８．仕事や働くこと等について 

（67） 現在の仕事などの状況について 

身体問 36、知的問 34、精神問 36、難病問 30 

難病患者で「正社員として働いている」、その他の障がいのある人で「働いていない」の割合がそれぞ

れ最も高くなっています。 

 

       （単位：％） 

区分 

正
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
で
短
時
間
の
仕
事

を
し
て
い
る 

自
営
業
で
働
い
て
い
る 

職
業
の
訓
練
施
設
に
通
っ
て
い
る
、
ま

た
は
就
労
移
行
支
援
を
利
用
し
て
い
る 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を
利
用

し
て
い
る 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
利
用

し
て
い
る 

生
活
介
護
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
で
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る  

自
宅
の
家
事
を
し
て
い
る
（
主
婦
、
主

夫
、
家
事
の
手
伝
い
） 

そ
の
他 

働
い
て
い
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人 

（N=323） 
21.4  9.9  4.6  0.3  1.9  1.2  0.9  8.7  1.5  41.5  8.0  

65歳未満 （N=259） 25.9  11.2  5.4  0.4  2.3  1.5  1.2  6.9  1.9  37.1  6.2  

65歳以上  （N=58） 1.7  3.4  1.7  －  －  －  －  15.5  －  63.8  13.8  

知的障がいのある人 

（N=196） 
7.7  14.8  －  2.6  6.1  19.4  12.8  2.6  1.0  25.0  8.2  

精神障がいのある人 

（N=194） 
5.2  10.8  0.5  0.5  7.2  5.7  0.5  12.9  1.0  45.9  9.8  

難病患者   （N=155） 33.5  20.0  0.6  －  0.6  － － 13.5  1.3  24.5  5.8  

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.9 5.1 23.5 0.53.11.0 10.2 1.0 32.1 4.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般企業に就職している
パート・アルバイトで短時間の仕事をしている
就労継続支援Ａ・Ｂを利用している
自営業で働いている、家の仕事を手伝っている
職業の訓練施設に通っている、就労移行支援を利用している
自宅の家事をしている（主婦、家事の手伝い）
生活介護を利用している、地域活動支援センターを利用している
その他
働いていない
無回答



 

69 

 
（68） 以前は働いていましたか。（複数回答） 

※（67）で「働いていない」と答えた方に聞きました 

身体問 37、知的問 35、精神問 37、難病問 31 

知的障がいのある人で「働いたことはない」、その他の障がいのある人で「正社員として働いていた」

の割合がそれぞれ最も高くなっています。 

 

       （単位：％） 

区分 

正
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
短

時
間
働
い
て
い
た 

自
営
業
で
働
い
て
い
た 

職
業
の
訓
練
施
設
に
通
っ

て
い
た
、
ま
た
は
就
労
移

行
支
援
を
利
用
し
て
い
た 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
を
利
用
し
て
い
た 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
を
利
用
し
て
い
た 

そ
の
他 

働
い
た
こ
と
は
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人 （N=134） 49.3  20.9  9.0  －  －  －  3.7  20.1  3.0  

65歳未満      （N=96） 52.1  20.8  7.3  －  －  －  2.1  22.9  3.1  

65歳以上      （N=37） 43.2  21.6  13.5  －  － － 8.1  10.8  2.7  

知的障がいのある人 （N=49） 18.4  8.2  －  4.1  4.1  4.1  10.2  57.1  2.0  

精神障がいのある人 （N=89） 49.4  42.7  7.9  －  1.1  3.4  9.0  10.1  －  

難病患者        （N=38） 71.1  28.9  5.3  －  －  －  5.3  －  －  

 

 

 

（69） 現在、働いていない理由は何ですか。 
※（67）で「働いていない」と答えた方に聞きました 

身体問 38、知的問 36、精神問 38、難病問 32 

難病患者以外で「障がいのため仕事ができる状態でない」の割合がそれぞれ最も高くなっています。 

 

         （単位：％） 

区分 

学
生 

定
年
退
職
し
た 

仕
事
が
み
つ
か
ら

な
い 

障
が
い
の
た
め
仕

事
が
で
き
る
状
態

で
な
い 

病
院
の
デ
イ
ケ
ア

や
日
中
一
時
支
援

に
通
っ
て
い
る 

入
院
し
て
い
る
、

施
設
に
入
所
し
て

い
る 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人 （N=134） 2.2  20.9  7.5  48.5  2.2  9.7  10.4  3.0  

65歳未満      （N=96） 3.1  12.5  9.4  57.3  2.1  7.3  9.4  3.1  

65歳以上      （N=37） －  43.2  2.7  27.0  2.7  13.5  13.5  2.7  

知的障がいのある人 （N=49） 6.1  2.0  4.1  34.7  4.1  22.4  20.4  10.2  

精神障がいのある人 （N=89） －  6.7  5.6  52.8  4.5  18.0  14.6  2.2  

難病患者        （N=38） 2.6  42.1  10.5  18.4  5.3  2.6  18.4  －  

※複数回答した人もいます 



 

70 

 
（70） 今後働きたいと思いますか。 

※（67）で「働いていない」と答えた方で、年齢が 65 歳未満の方に聞きました 

身体問 39、知的問 37、精神問 39、難病問 33 

精神障がいのある人及び難病患者で「働きたい」の割合が６割弱と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.7 

38.6 

58.1 

57.1 

46.9 

36.4 

35.5 

42.9 

10.4 

25.0 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=96）

知的障がいのある人

（N=44）

精神障がいのある人

（N=62）

難病患者

（N=21）

働きたい 働きたくない 不明・無回答 0

難病患者 

（65歳未満）（N=21） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

109

知的障がいのある人
（65歳未満）

52

精神障がいのある人
（65歳未満）

73

難病患者
（65歳未満）

22

44.0

19.2

50.7

45.5

38.5

50.0

39.7

45.5

17.4

30.8

9.6

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

44.019.2 50.745.5 38.550.0 39.745.5 17.430.8 9.69.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

働きたいと思う 働きたくない 無回答

身体障がいのある人 
（65歳未満） （N=96） 

知的障がいのある人 
（65歳未満） （N=44） 

精神障がいのある人 
（65歳未満） （N=62） 

難病患者 

（65歳未満） （N=21） 

 



 

71 

 
（71） どのような支援や配慮があったら働けると思いますか。（複数回答） 

※（67）で「働いていない」と答えた方で、年齢が 65 歳未満の方に聞きました 

身体問 40、知的問 38、精神問 40、難病問 34 

知的障がいのある人で「職場の人たちが障がい（病状）のことを理解すること」、精神障がいのある人

及び難病患者で「障がい（病状）に応じて短時間の就労などができること」の割合がそれぞれ最も高くな

っています。 

 

        （単位：％） 

区分 

会
社
な
ど
で
働
く
た
め
の
指
導

や
訓
練 

障
が
い
（
病
状
）
に
応
じ
て
短
時

間
の
就
労
な
ど
が
で
き
る
こ
と 

職
場
に
障
が
い
（
病
状
）
に
応
じ

た
設
備
が
あ
る
こ
と 

職
場
の
人
た
ち
が
障
が
い
（
病

状
）の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と 

職
場
内
で
相
談
を
す
る
人
が
い

る
こ
と 

通
勤
す
る
方
法
や
通
勤
の
手
助

け
（介
助
等
）が
あ
る
こ
と 

仕
事
や
職
場
に
慣
れ
る
ま
で
、

付
き
添
っ
て
助
け
を
す
る
人
が

い
る
こ
と 

仕
事
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
専

門
的
な
施
設
や
人
が
い
る
こ
と 

仕
事
以
外
の
悩
み
（
生
活
リ
ズ

ム
や
体
調
の
管
理
、
給
料
の
浪

費
）に
つ
い
て
相
談
で
き
る
こ
と 

そ
の
他 

身体障がいのある人

（65歳未満） （N=96） 
7.3  28.1  17.7  20.8  11.5  11.5  6.3  5.2  5.2  6.3  

知的障がいのある人

（65歳未満） （N=44） 
2.3  13.6  2.3  25.0  15.9  4.5  11.4  4.5  4.5  13.6  

精神障がいのある人

（65歳未満） （N=62） 
8.1  38.7  12.9  32.3  19.4  12.9  12.9  12.9  12.9  4.8  

難病患者 

（65歳未満） （N=21） 
14.3  38.1  9.5  33.3  14.3  19.0  －  4.8  4.8  －  

           

区分 

特
に
必
要
な
い 

不
明
・無
回
答 

        

身体障がいのある人

（65歳未満） （N=96） 
29.2  19.8          

知的障がいのある人

（65歳未満） （N=44） 
20.5  29.5          

精神障がいのある人

（65歳未満） （N=62） 
17.7  8.1          

難病患者 

（65歳未満） （N=21） 
33.3  9.5          
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（72） 現在の仕事について不安や不満はありますか。（複数回答） 

※（67）で「正社員、パート・アルバイト、自営業として働いている」と答えた方に聞きました 

身体問 41、知的問 39、精神問 41、難病問 35 

「特にない」を除くと、障がいのある人すべてで「収入・手当が少ない」の割合が高くなっています。

なお、知的障がいのある人で「いつ職場をやめさせられるか不安である」、精神障がいのある人で「仕事

以外の悩み（生活リズムや体調の管理、給料の浪費）が生じている」の割合がそれぞれ他の障がいと比べ

て高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 

知的障がいの 

ある人 

精神障がいの

ある人 
難病患者 

 65歳未満 65歳以上 

有効回答

数（件） 
116 110 4 44 32 84 

1位 

特にない 

 

 

（42.2） 

特にない 

 

 

（40.9） 

特にない 

 

 

（100.0） 

いつ職場をや

めさせられる

か不安である 

（36.4） 

収入・手当が少

ない 

 

（50.0） 

特にない 

 

 

（39.3） 

2位 

収入・手当が少

ない 

 

 

 

（23.3） 

収入・手当が少

ない 

 

 

 

（24.5） 

― 

特にない 

 

 

 

 

（34.1） 

仕事以外の悩

み（生活リズム

や体調の管理、

給料の浪費）が

生じている 

（25.0） 

収入・手当が少

ない 

 

 

 

（28.6） 

3位 

職場の設備が

整っていない

（バリアフリ

ーになってい

ないなど） 

（13.8） 

職場の設備が

整っていない

（バリアフリ

ーになってい

ないなど） 

（13.6） 

― 

収入・手当が少

ない 

 

 

 

（25.0） 

いつ職場をや

めさせられる

か不安である 

 

 

（21.9） 

職場まで通う

のが大変 

 

 

 

（13.1） 

 

4位 

勤務時間が長

い 

 

 

 

勤務時間が長

い 

 

 

 

 

― 

職場で障がい

（病状）に対す

る理解が進ん

でいない 

 

職場まで通う

のが大変 

 

 

（18.8） 

勤務時間が長

い 

 

 

 

 （12.9） （12.7）  （18.2） 毎日働くこと

ができない 

 

 

 

 

（18.8） 

特にない 

 

 

 

 

（18.8） 

（10.7） 

5位 

いつ職場をや

めさせられる

か不安である 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10.3） 

いつ職場をや

めさせられる

か不安である 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10.0） 

― 

職場まで通う

のが大変 

 

（15.9） 

いつ職場をや

めさせられる

か不安である 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8.3） 

職場の人と仲

良くできない 

 

（15.9） 

職場に相談す

る人がいない 

 

（15.9） 

 



 

73 

 
（73） 就業・生活支援センター（尾張北部障害者就業・生活支援センターようわ）について知って

いますか。また、利用したことはありますか。 

身体問 42、知的問 40、精神問 42、難病問 36 

障がいのある人すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっています。なお、知的

障がいのある人で「知っているし、利用したことがある」の割合が他の障がいと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9 

1.5 

3.4 

16.3 

7.7 

1.3 

9.6 

9.7 

8.6 

23.0 

9.8 

7.1 

15.5 

17.8 

6.9 

14.3 

13.4 

17.4 

67.5 

67.2 

69.0 

40.3 

62.4 

71.6 

5.6 

3.9 

12.1 

6.1 

6.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

【年齢区分別】

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

聞いたことはあるがよくわからない 知らない、聞いたことがない

不明・無回答 0

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

難病患者 （N=155） 
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35.3 

40.9 

12.1 

45.9 

21.6 

63.9 

44.5 

35.9 

36.7 

31.0 

27.6 

29.9 

29.2 

33.5 

10.8 

8.1 

24.1 

6.6 

16.0 

5.4 

10.3 

2.5 

2.3 

3.4 

1.0 

4.1 

3.9 

5.3 

3.9 

12.1 

8.7 

9.8 

0.5 

3.9 

4.0 

3.5 

6.9 

2.0 

6.2 

0.5 

1.3 

1.9 

1.2 

3.4 

2.6 

6.2 

0.6 

4.3 

3.5 

6.9 

5.6 

6.2 

0.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

毎日 １週間に３～６日程度 １週間に１～２日程度

２週間に１～２日程度 １か月に１～２日程度 １年に数日程度

外出していない 不明・無回答 0

 

９．生活環境について 

（74） この１年（平成 27 年 10 月 1 日～平成 28 年９月 30 日）のあいだにどの程度外出（通

勤・通学・通院を含む）しましたか。 

身体問 43、知的問 41、精神問 43、児童問 37、難病問 37 

「毎日」と「１週間に３～６日程度」の合計の割合が精神障がいのある人で約５割、他の障がいのある

人等で７割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者  （N=155） 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

275

身体障がいのある人
（65歳以上）

37

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

35.6

16.2

45.4

14.2

56.6

52.0

33.5

21.6

28.6

32.8

37.1

29.6

14.2

16.2

9.7

22.4

9.9

5.1

5.5

5.4

4.6

6.0

3.9

5.4

6.6

5.4

4.1

6.0

29.7

4.1

6.6

2.1

1.5

1.3

2.1 0.7

3.3

0.7

2.0

3.6 1.5

2.6

1.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.716.2 45.414.2 56.652.0 33.621.6 28.632.8 37.129.6 14.116.2 9.722.4 2.19.95.11.55.5 2.11.33.25.4 4.66.0 0.73.93.65.4 2.06.6 0.71.45.4 4.16.0 3.229.7 4.16.61.42.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 １週間に３～６日程度 １週間に１～２日程度

２週間に１～２日程度 １か月に１～２日程度 その他

外出していない 無回答



 

75 

 
（75） 外出をするときに支援は必要ですか。 

身体問 44、知的問 42、精神問 44、児童問 38、難病問 38 

65歳未満の身体障がいのある人、精神障がいのある人及び難病患者で「いつも一人で外出できる」の割

合が最も高くなっています。 

一方で、65歳以上の身体障がいのある人、知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「いつも支援

が必要」の割合が３割超と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.6 

16.2 

31.0 

35.7 

17.5 

47.0 

4.5 

7.1 

6.6 

10.3 

26.5 

17.0 

18.3 

3.9 

10.5 

10.4 

10.3 

2.0 

17.5 

2.0 

7.7 

4.6 

4.6 

5.2 

1.5 

4.1 

8.9 

2.6 

52.6 

57.9 

29.3 

25.0 

35.6 

22.8 

78.1 

6.5 

4.2 

13.8 

9.2 

8.2 

1.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

65歳未満（N=259）

65歳以上（N=58）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

いつも支援が必要

慣れた場所には一人で行けるが、それ以外は支援が必要

普段は一人で行けるが、調子が悪いときは支援が必要

その他

いつも一人で外出できる

不明・無回答

65歳未満（N=259） 

65歳以上 （N=58） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者  （N=155） 



 

76 

 
（76） 一人で外出できない場合、どのように外出していますか。（複数回答） 

※（75）で「いつも一人で外出できる」と答えた方以外に聞きました 

身体問 45、知的問 43、精神問 45、児童問 39、難病問 39 

障がいのある人等すべてで「家族に付き添ってもらっている」の割合が６割超と高くなっています。 

 

         （単位：％） 

区分 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
移
動
支
援
、
行

動
援
護
、
同
行
援
護
、
重
度
訪
問

介
護
な
ど
）を
利
用
し
て
い
る 

有
料
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
タ
ク
シ
ー
、

介
護
タ
ク
シ
ー
、
有
償
運
送
な

ど
）を
利
用
し
て
い
る 

事
業
所
な
ど
の
送
迎
を
利
用
し
て

い
る 

家
族
に
付
き
添
っ
て
も
ら
っ
て
い
る 

友
人
や
知
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

付
き
添
っ
て
も
ら
っ
て
い
る 

そ
の
他 

外
出
し
て
い
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人 （N=132） 12.9  15.2  12.1  68.9  9.1  1.5  7.6  6.8  

知的障がいのある人 （N=129） 28.7  6.2  20.9  72.9  1.6  7.0  1.6  2.3  

精神障がいのある人 （N=109） 3.7  13.8  7.3  63.3  8.3  6.4  21.1  2.8  

障がいのある児童等 （N=154） 5.2  －  17.5  94.2  2.6  1.9  3.9  0.6  

難病患者           （N=29） － 10.3  6.9  69.0  6.9  6.9  10.3  10.3  
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（77） 通勤・通学以外で外出する際の支援として、福祉サービスをどの程度利用したいですか。 

※（75）で「いつも一人で外出できる」と答えた方以外に聞きました 

身体問 46、知的問 44、精神問 46、児童問 40、難病問 40 

身体障がいのある人、知的障がいのある人及び障がいのある児童等で週１日以上（「毎日」「１週間に３

～６日程度」「１週間に１～２日程度」の合計）の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5 

1.0 

3.0 

4.7 

3.7 

3.9 

3.4 

7.6 

8.2 

6.1 

10.9 

8.3 

16.9 

6.9 

19.7 

18.4 

24.2 

14.7 

5.5 

16.9 

3.4 

3.8 

4.1 

3.0 

3.1 

0.9 

0.6 

3.4 

7.6 

7.1 

9.1 

14.7 

7.3 

5.8 

6.9 

2.3 

6.1 

5.4 

3.7 

5.2 

10.3 

6.8 

6.1 

9.1 

10.9 

12.8 

7.8 

10.3 

38.6 

43.9 

24.2 

32.6 

47.7 

42.2 

48.3 

12.1 

11.2 

15.2 

3.1 

10.1 

0.6 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=132）

65歳未満（N=98）

65歳以上（N=33）

知的障がいのある人

（N=126）

精神障がいのある人

（N=109）

障がいのある児童

（N=154）

難病患者

（N=29）

【年齢区分別】

毎日 １週間に３～６日程度 １週間に１～２日程度

２週間に１～２日程度 １か月に１～２日程度 １年に数日程度

利用したくない わからない 不明・無回答

0

65歳未満 （N=98） 

65歳以上 （N=33） 

 【年齢区分別】 

 

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者   （N=29） 
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10．情報の入手手段について 

（78） 福祉などの情報（県や市が行う福祉サービスやイベント、法律・制度のことなど）を得る手段

はどれですか。（複数回答） 

身体問 47、知的問 45、精神問 47、児童問 41、難病問 41、一般問 26 

全体的には、「市の広報」の割合が高くなっています。知的障がいのある人で「施設や事業所」の割

合が高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいのある人 知的障がい

のある人 

精神障が

いのある人 

障がいのあ

る児童等 
難病患者 

障がいの 

ない人  （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
323 259 58 196 194 202 155 254 

1位 

市の広報 

 

 

（39.6） 

市の広報 

 

 

（39.4） 

市の広報 

 

 

（41.4） 

施 設 や 事

業所 

 

（42.3） 

市の広報 

 

 

（28.4） 

市の広報 

 

 

（44.6） 

市の広報 

 

 

（49.0） 

市の広報 

 

 

（59.4） 

2位 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（27.9） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（28.2） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（29.3） 

市の広報 

 

 

（28.6） 

特にない 

 

 

（20.6） 

家族・友人 

 

 

（28.2） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（31.6） 

テレビ 

 

 

（40.2） 

3位 

テレビ（一

般放送） 

 

（21.4） 

パソコン 

 

 

（23.9） 

区 ・ 町 内

会・自治会

の回覧板 

（20.7） 

家族・友人 

 

 

（23.0） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（19.1） 

施 設 や 事

業所 

 

（27.7） 

パソコン 

 

 

（22.6） 

イ ン タ ー

ネット 

 

（31.5） 

4位 

パソコン 

 

 

（20.4） 

テレビ（一

般放送） 

 

（22.0） 

テレビ（一

般放送） 

 

（19.0） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（16.8） 

テレビ（一

般放送） 

 

（17.5） 

携 帯 電

話・スマー

トフォン 

（25.7） 

携 帯 電

話・スマー

トフォン 

（21.3） 

区 ・ 町 内

会・自治会

の回覧板 

（31.1） 

5位 

特にない 

 

 

（14.9） 

携 帯 電

話・スマー

トフォン 

（15.8） 

特にない 

 

 

（13.8） 

特にない 

 

 

（15.8） 

家族・友人 

 

 

（16.0） 

パソコン 

 

 

（22.3） 

特にない 

 

 

（14.8） 

新 聞 ・ 雑

誌・一般図

書 

（30.3） 

 

※障がいのない人は選択肢が異なります。 

 



 

79 

【身体障がいのある人・障がい種別クロス】       （単位：％） 

区分 視覚障がい 
聴覚・平衡機

能障がい 

音声・言語・

そしゃく機能

障がい 

肢体不自由 
心臓機能障

がい 

腎臓機能障

がい 

その他内部

障がい 

有効回答

数（件） 
26 25 15 146 50 49 25 

1位 

市の広報 

 

 

（26.9） 

市の広報 

 

 

（36.0） 

施設や事業

所 

 

（33.3） 

市の広報 

 

 

（45.9） 

市の広報 

 

 

（36.0） 

市の広報 

 

 

（40.8） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（32.0） 

2位 

テレビ（一般

放送） 

 

（23.1） 

携帯電話・ス

マートフォ

ン 

（28.0） 

特にない 

 

 

（33.3） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（28.8） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（28.0） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（30.6） 

パソコン 

 

 

（32.0） 

3位 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（19.2） 

家族・友人 

 

 

（28.0） 

市の広報 

 

 

（26.7） 

テレビ（一般

放送） 

 

（22.6） 

テレビ（一般

放送） 

 

（28.0） 

特にない 

 

 

（24.5） 

市の広報 

 

 

（28.0） 

4位 

パソコン 

 

 

（15.4） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

（24.0） 

家族・友人 

 

 

（26.7） 

パソコン 

 

 

（18.5） 

パソコン 

 

 

（24.0） 

テレビ（一般

放送） 

 

（22.4） 

テレビ（一般

放送） 

 

（16.0） 

5位 

特にない 

 

 

 

 

（15.4） 

パソコン 

 

 

 

 

（24.0） 

新聞・雑誌・

一般図書 

 

 

 

（20.0） 

家族・友人 

（13.0） 

家族・友人 

 

 

 

 

（24.0） 

パソコン 

 

 

 

 

（16.3） 

特にない 

 

 

 

 

（16.0） 

施設や事業

所 

（13.0） 

 

参考：平成 25年度調査結果 

単位：％ 

 身体障がいのある人 知的障がいのある人 精神障がいのある人 
障がいのある 

児童 
難病患者 

有効回答数（件） 320 196 183 143 152 

１位 
市の広報 家族・友人 市の広報 市の広報 市の広報 

（47.5） （34.7）  （30.1） （43.4）  （53.3）  

２位 

新聞・雑誌・一般図

書 

市の広報 新聞・雑誌・一般図

書 

家族・友人 新聞・雑誌・一般図

書 

（41.3） （34.2）  （29.0）  （39.9）  （43.4）  

３位 

テレビ（一般放送） テレビ（一般放送） テレビ（一般放送） 新聞・雑誌・一般図

書 

ホームページ・電子

メール 

（30.6）  （21.9）  （24.0）  （29.4）  （25.7）  

４位 

ホームページ・電子

メール 

新聞・雑誌・一般図

書 

特にない 市・県の福祉サービ

スガイド 

テレビ（一般放送） 

（15.0）  （15.3）  （19.1）  （23.8）  （22.4）  

５位 

家族・友人 特にない 家族・友人 ホームページ・電子

メール 

携帯電話・スマート

フォン 

（12.5） 

家族・友人 

（14.7）  （13.3）  （18.6）  （23.1）  （12.5）  
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11．災害など緊急事態の対応について 

（79） 地震などの災害が起こった場合、主に情報を得る手段は何だと思いますか。 

身体問 48、知的問 46、精神問 48、児童問 42、難病問 42 

障がいのある人等すべてで「テレビ」「家族、近所の人、友人・知人」「携帯電話・スマートフォン」が

上位となっています。 

 

        （単位：％） 

区分 

家
族
、
近
所
の
人
、

友
人
・知
人 

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

パ
ソ
コ
ン 

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン 

そ
の
他 

自
ら
情
報
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人          （N=323） 18.0  43.7  11.5  －  3.1  33.4  1.9  4.6  2.5  

 ［障がい別］          

視覚障がい                （N=26） 19.2  26.9  15.4  －  －  30.8  －  3.8  11.5  

聴覚・平衡機能障がい       （N=25） 52.0  24.0  4.0  －  －  40.0  4.0  －  4.0  

音声・言語・そしゃく機能障がい（N=15） 46.7  40.0  6.7  －  －  －  6.7  20.0  －  

肢体不自由               （N=146）  14.4  47.9  11.6  －  3.4  31.5  2.1  6.8  1.4  

心臓機能障がい            （N=50） 16.0  48.0  4.0  －  4.0  42.0  －  －  4.0  

腎臓機能障がい            （N=49） 16.3  44.9  20.4  －  －  28.6  －  2.0  － 

その他内部障がい          （N=25） 16.0  52.0  16.0  －  12.0  36.0  4.0  4.0  －  

知的障がいのある人          （N=196） 39.8  30.1  6.1  －  2.0  15.8  1.0  14.3  4.6  

精神障がいのある人          （N=194） 22.7  38.1  8.2  －  2.6  32.5  1.5  7.7  4.1  

障がいのある児童等          （N=202） 36.1  24.3  5.4  －  3.0  39.1  2.0  2.0  1.0  

難病患者                   （N=155） 12.9  42.6  11.6  －  1.9  47.1  －  －  1.3  

 

※複数回答した人もいます 
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（80） （79）で回答した情報を得る手段について、地震などの災害が起こった場合に利用できる

よう準備していますか。 
※（79）で「自ら情報を得ることはできない」と答えた方以外に聞きました 

身体問 49、知的問 47、精神問 49、児童問 43、難病問 43 

「準備している」の割合は、知的障がいのある人及び精神障がいのある人は３割前後、その他の障がい

のある人等で４割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.7 

31.9 

28.3 

42.1 

47.7 

52.7 

63.8 

65.3 

56.9 

47.7 

2.7 

4.4 

6.4 

1.0 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=300）

知的障がいのある人

（N=160）

精神障がいのある人

（N=173）

障がいのある児童

（N=197）

難病患者

（N=153）

準備している 準備していない 不明・無回答

障がいのある児童等 
      （N=197） 

難病患者  （N=153） 
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N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

69.1

44.4

53.6

77.6

73.7

27.5

49.0

43.2

19.6

23.7

6.6

3.3

2.6

3.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（81） 地震などの災害が起こった場合の避難場所を知っていますか。 

身体問 50、知的問 48、精神問 50、児童問 44、難病問 44、家族問 18 

前回の調査と比較して、知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「知っている」の割合が増加し

ましたが、他の障がいでは大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

65.0 

54.6 

52.6 

86.1 

76.8 

64.8 

31.3 

38.3 

43.3 

12.9 

21.9 

15.3 

3.7 

7.1 

4.1 

1.0 

1.3 

19.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

知っている 知らない 不明・無回答

障がいのある児童等 
       （N=202） 

難病患者  （N=155） 

障がいのある人の 

家族    （N=1,070） 

71.162.244.453.6 77.673.7 26.729.749.0 43.2 19.623.7 2.28.16.63.32.82.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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（82） 自宅にいるときに地震などの災害が起こった場合、ひとりで避難場所まで避難できると思

いますか。 

身体問 51、知的問 49、精神問 51、児童問 45、難病問 45 

身体障がいのある人、精神障がいのある人及び難病患者で「ひとりで避難できると思う」、知的障がい

のある人及び障がいのある児童等で「ひとりでは避難できないと思う」の割合が最も高くなっています。

なお、身体障がいのある人のうち視覚障がいのある人、音声・言語・そしゃく機能障がいのある人及び肢

体不自由の人で「ひとりでは避難できないと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.6 

26.9 

40.0 

13.3 

31.5 

64.0 

65.3 

48.0 

30.1 

39.7 

19.3 

76.1 

34.1 

46.2 

28.0 

86.7 

50.0 

24.0 

12.2 

24.0 

58.7 

27.8 

72.8 

11.6 

17.3 

15.4 

24.0 

15.1 

10.0 

22.4 

24.0 

5.6 

23.2 

7.4 

10.3 

4.0 

11.5 

8.0 

3.4 

2.0 

4.0 

5.6 

9.3 

0.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

視覚障がい（N=26）

聴覚・平衡機能障がい

（N=25）

音声・言語・そしゃく

機能障がい（N=15）

肢体不自由（N=146）

心臓機能障がい（N=50）

腎臓機能障がい（N=49）

その他内部障がい（N=25）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者（N=155）

ひとりで避難できると思う ひとりでは避難できないと思う

わからない 不明・無回答

0

身体障がいのある人 
       （N=323） 

 視覚障がい   （N=26） 

 聴覚・平衡機能障がい 
             （N=25） 

 音声・言語・そしゃく機能 
 障がい      （N=15） 

 肢体不自由   （N=146） 

 心臓機能障がい（N=50） 

 腎臓機能障がい（N=49） 

 その他内部障がい（N=25） 

知的障がいのある人 
（Ｎ＝196） 

精神障がいのある人 
（Ｎ＝194） 

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者      （N=155） 

 【障がい別】 
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N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

53.4

19.9

44.3

15.4

83.6

27.8

67.3

27.9

77.6

5.9

16.6

7.7

24.6

5.6

7.9

5.1

3.3

2.6

2.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（83） 一緒に避難場所まで避難してもらう人はだれですか。（複数回答） 

※（82）で「ひとりでは避難できないと思う」と答えた方に聞きました 

身体問 52、知的問 50、精神問 52、児童問 46、難病問 46 

障がいのある人等すべてで「同居の家族や親族」の割合が最も高くなっています。 

一方、身体障がいのある人及び精神障がいのある人で「一緒に避難してくれる人がいない」の割合が１

割前後となっています。 

 

       （単位：％） 

区分 

同
居
の
家
族
や
親
族 

別
居
の
家
族
や
親
族 

近
所
の
人 

友
人
・知
人 

民
生
委
員 

区
・
町
内
会
・
自
治
会

の
役
員 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所 

そ
の
他 

一
緒
に
避
難
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人 

（N=110） 
70.0  10.0  15.5  9.1  3.6  6.4  13.6  8.2  9.1  1.8  

知的障がいのある人 

（N=115） 
80.9  7.0  4.3  1.7  1.7  5.2  23.5  4.3  3.5  0.9  

精神障がいのある人 

（N=54） 
61.1  3.7  5.6  －  5.6  1.9  11.1  13.0  11.1  1.9  

障がいのある児童等 

（N=147） 
91.2  12.9  15.0  6.1  －  0.7  7.5  2.0  4.1  －  

難病患者 

（N=18） 
61.1  22.2  16.7  5.6  5.6  11.1  －  11.1  －  － 

 

 

 

 

 

56.335.119.9 44.315.4 83.6 24.951.467.327.977.6 5.917.78.17.724.6 5.67.9 1.15.45.13.31.42.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとりで避難できると思う ひとりでは避難できないと思う

わからない 無回答
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（84） 地震などの災害が起こったときに困ると思うことは何ですか。（複数回答） 

身体問 53、知的問 51、精神問 53、児童問 47、難病問 47 

身体障がいのある人、精神障がいのある人及び難病患者で「一般の避難場所では、投薬や治療を受ける

ことが難しい」、知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「どのように対応すべきか自分で判断し、

行動することが難しい」の割合がそれぞれ高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいの 

ある人 

知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 

障がいのある 

児童等 
難病患者 

有効回答

数（件） 
323 196 194 202 155 

1位 

一般の避難場所で

は、投薬や治療を受

けることが難しい 

 

 

（31.3） 

どのように対応す

べきか自分で判断

し、行動することが

難しい 

 

（73.5） 

一般の避難場所で

は、投薬や治療を受

けることが難しい 

 

 

（40.2） 

どのように対応す

べきか自分で判断

し、行動することが

難しい 

 

（72.3） 

特に困ることはな

い 

 

 

 

（33.5） 

2位 

避難場所に多目的

トイレなど生活で

きる環境が整って

いない 

 

（29.4） 

避難場所で、周りの

人とコミュニケー

ションが取れない 

 

 

（54.1） 

どのように対応す

べきか自分で判断

し、行動することが

難しい 

 

（39.7） 

自分の状態を伝え

ることが難しく、周

りの人に援助を求

めることができな

い 

（55.9） 

一般の避難場所で

は、投薬や治療を受

けることが難しい 

 

 

（32.3） 

3位 

自力歩行が困難で、

安全なところまで

すばやく避難でき

ない 

 

（28.2） 

自分の状態を伝え

ることが難しく、周

りの人に援助を求

めることができな

い 

（53.1） 

避難場所で、周りの

人とコミュニケー

ションが取れない 

 

 

（34.0） 

避難場所で、周りの

人とコミュニケー

ションが取れない 

 

 

（51.0） 

避難場所に多目的

トイレなど生活で

きる環境が整って

いない 

 

（21.3） 

4位 

どのように対応す

べきか自分で判断

し、行動することが

難しい 

 

（25.1） 

避難場所で、被害状

況や支援物資など

の情報が入手でき

ない 

 

（49.0） 

障がい（病状）への

理解が得られず、避

難場所で生活でき

ない 

 

（25.8） 

避難場所で、被害状

況や支援物資など

の情報が入手でき

ない 

 

（48.0） 

どのように対応す

べきか自分で判断

し、行動することが

難しい 

 

（12.3） 

5位 

障がい（病状）への

理解が得られず、避

難場所で生活でき

ない 

 

 

 

 

 

（21.1） 

障がい（病状）いへ

の理解が得られず、

避難場所で生活で

きない 

 

 

 

 

 

（34.7） 

避難場所で、被害状

況や支援物資など

の情報が入手でき

ない 

 

 

 

 

 

（25.3） 

障がい（病状）への

理解が得られず、避

難場所で生活でき

ない 

 

 

 

 

 

（36.6） 

自力歩行が困難で、

安全なところまで

すばやく避難でき

ない 

（9.7） 

障がい（病状）への

理解が得られず、避

難場所で生活でき

ない 

（9.7） 
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（85） 春日井市の災害時要援護者避難支援制度を知っていますか。 

身体問 54、知的問 52、精神問 54、児童問 48、難病問 48、家族問 19 

障がいのある人等及びその家族すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっていま

す。 

なお、知的障がいのある人で「知っている」の割合が他の障がい等と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.8 

19.9 

5.2 

10.4 

5.8 

14.7 

18.6 

17.9 

12.4 

17.3 

16.8 

20.4 

65.6 

56.6 

77.3 

71.8 

75.5 

45.0 

5.0 

5.6 

5.2 

0.5 

1.9 

19.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者  （N=155） 

障がいのある人の 

家族    （N=1,070） 

問19　あなたは、春日井市の災害時要援護者避難支援制度を知っていますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。

16.6 29.728.116.912.612.5 22.0 37.833.721.322.423.7 41.9 18.928.635.5 61.552.6 19.513.59.726.2 3.511.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答

N =

身体障がい者 320

知的障がい者 196

精神障がい者 183

障がい児 143

難病患者 152

14.1

13.8

4.4

10.5

11.8

20.9

17.9

21.9

15.4

21.7

61.3

60.7

68.9

72.0

63.8

7.7

4.9

2.1

2.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

知的障がいのある人

精神障がいのある人

障がいのある児童

難病患者
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（86） 災害時要援護者名簿に登録したいと思いますか。 

身体問 55、知的問 53、精神問 55、児童問 49、難病問 49、家族問 20 

知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「はい」の割合が他の障がいと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.0 

31.1 

20.1 

35.1 

12.9 

21.1 

27.2 

15.8 

33.5 

19.3 

40.0 

21.0 

43.0 

41.8 

39.7 

43.6 

43.9 

35.1 

1.9 

6.6 

0.5 

1.5 

0.6 

2.0 

5.9 

4.6 

6.2 

0.5 

2.6 

20.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

はい いいえ わからない すでに登録している 不明・無回答

 

20.229.725.516.9 46.27.2 37.524.317.337.2 13.349.3 39.440.543.9 42.637.139.5 1.42.76.6 2.11.42.76.63.31.43.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ わからない すでに登録している 無回答

N =

身体障がい者 320

知的障がい者 196

精神障がい者 183

障がい児 143

難病 152

21.3

25.5

16.9

46.2

7.2

35.9

17.3

37.2

13.3

49.3

39.1

43.9

42.6

37.1

39.5

2.1

6.6

1.6

3.3

3.9

1.4

6.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

知的障がいのある人

精神障がいのある人

障がいのある児童

難病患者

障がいのある児童等 
        （N=202） 

難病患者  （N=155） 

障がいのある人の 

家族    （N=1,070） 
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（87） 登録したくないと思う理由は何ですか。（複数回答） 

※（86）で「いいえ」と答えた方に聞きました 

身体問 56、知的問 54、精神問 56、児童問 50、難病問 50、家族問 21 

精神障がいのある人で「個人情報が保護されるか心配だから」、その他の障がいのある人等及びその家

族すべてで「必要だと思わないから」の割合が最も高くなっています。 

 

        （単位：％） 

区分 

個
人
情
報
が
保
護
さ

れ
る
か
心
配
だ
か
ら 

他
人
の
世
話
に
な
り

た
く
な
い
か
ら 

必
要
だ
と
思
わ
な
い

か
ら 

自
身
（
家
族
）
の
状
況

を
知
ら
れ
た
く
な
い

か
ら 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人   （N=88） 14.8  10.2  51.1  13.6  15.9  2.3  

知的障がいのある人   （N=31） 12.9  6.5  38.7  9.7  35.5  3.2  

精神障がいのある人   （N=65） 35.4  10.8  29.2  33.8  16.9  3.1  

障がいのある児童等   （N=39） 12.8  5.1  71.8  7.7  20.5  － 

難病患者          （N=62） 8.1  17.7  72.6  11.3  6.5  －  

障がいのある人の家族 （N=225） 17.8  5.3  61.8  9.3  13.3  1.3  

 

［主な「その他」の内容］ 

内容 

家族と同居しているため 

施設に入所しているから 

入院しているから 

良く知らない人だとパニックになる。コミュニケーションが取れないため 

作業所、グループホームで対応してもらえるから 
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（88）  あなたは、地震や台風などの災害時に備え、障がいのある人や高齢者などの避難につい

て、地域でどのようなことに取り組むべきだと思いますか。（複数回答） 

身体問 57、知的問 55、精神問 57、児童問 51、難病問 51、一般問 17 

身体障がいのある人及び精神障がいのある人で「災害時の医療体制の確立」、知的障がいのある人で「災

害時の情報伝達方法の確立」、障がいのある児童等で「福祉避難所の拡充」「障がいなど配慮が必要な人の

ための支援物資の確保」、難病患者及び障がいのない人で「近所での日頃からの協力体制づくり」の割合

がそれぞれ最も高くなっています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいの 

ある人 

知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 

障がいのある 

児童等 
難病患者 障がいのない人 

有効回答

数（件） 
323 196 194 202 155 254 

1位 

災害時の医療体

制の確立 

 

 

 

（31.3） 

災害時の情報伝

達方法の確立 

 

 

 

（32.1） 

災害時の医療体

制の確立 

 

 

 

（33.5） 

福祉避難所の拡

充 

 

 

 

（41.1） 

近所での日頃か

らの協力体制づ

くり 

 

 

（40.0） 

近所での日頃か

らの協力体制づ

くり 

 

 

（44.5） 

2位 

配慮が必要な人

のためのトイレ

設備やごみ処理

の確保 

 

 

（29.7） 

福祉避難所の数

を増やす 

 

 

 

 

（27.6） 

近所での日頃か

らの協力体制づ

くり 

 

 

 

（28.4） 

障がいなど配慮

が必要な人のた

めの支援物資の

確保 

 

 

（41.1） 

災害時の医療体

制の確立 

 

 

 

 

（35.5） 

災害時の情報伝

達方法の確立 

 

 

 

 

（36.2） 

3位 

近所での日頃か

らの協力体制づ

くり 

 

 

 

（28.8） 

わからない 

 

 

 

 

 

（24.0） 

災害時の生活を

支援する体制の

確立 

 

 

 

（26.3） 

近所での日頃か

らの協力体制づ

くり 

 

 

 

（37.6） 

配慮が必要な人

のためのトイレ

設備やごみ処理

の確保 

 

 

（32.3） 

災害時の医療体

制の確立 

 

 

 

 

（29.1） 

4位 

障がいなど配

慮が必要な人

のための支援

物資の確保 

 

 

（27.9） 

災害時に早く

避難できる方

法を考えてお

く 

 

 

（21.4） 

災害時の情報伝

達方法の確立 

 

 

 

 

（23.2） 

災害時の生活を

支援する体制の

確立 

 

 

 

（30.7） 

災害時の情報伝

達方法の確立 

 

 

 

 

（31.6） 

福祉避難所の拡

充 

 

 

 

 

（29.1） 

5位 

福祉避難所の拡

充 

 

 

 

 

 

（25.7） 

災害時の生活の

支援について決

めておく 

 

 

 

 

（20.9） 

障がいなど配慮

が必要な人のた

めの支援物資の

確保 

 

 

 

（22.7） 

災害時の情報伝

達方法の確立 

（25.7） 

災害時の生活を

支援する体制の

確立 

 

 

 

 

（22.6） 

災害時の円滑な

避難方法の確立 

 

 

 

 

 

（26.8） 

配慮が必要な人

のためのトイレ

設備やごみ処理

の確保 

（25.7） 
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（89） あなたは、災害時に障がいのある人を見かけたら、支援を行うことができますか。 

一般問 15 

約５割の人が「できる」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（90） あなたは、どんな支援ができると思いますか。（複数回答） 
※（89）で「できる」と答えた方に聞きました 

一般問 16 

「避難地や避難場所への誘導」の割合が最も高く、次いで「声かけ・安否確認」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.7 

41.8 

25.4 

69.7 

7.4 

13.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難地や避難場所への誘導

避難等の適切な情報提供

避難地や避難場所での身の回りの支援

声かけ・安否確認

一時的な避難場所として自宅などの開放

家族との再会や福祉機関へ託すまでの支援

その他

障がいのない人（N=122）

避難地や避難場所への誘導 

避難等の適切な情報提供 

避難地や避難場所での身の回りの支援 

声かけ・安否確認 

一時的な避難場所として自宅などの開放 

家族との再会や福祉機関へ託すまでの支援 

その他 

 

48.0 

5.1 

45.3 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのない人

（N=254）

できる できない わからない 不明・無回答

障がいのない人（N=122） 



 

91 

 

12．障がい者の人権について 

（91） 平成 28 年４月より障害者差別解消法が施行されています。この法律では、国や地方公共

団体、民間事業所で「合理的配慮」を提供することが求められています。あなたは、「合理

的配慮」について知っていましたか。 

身体問 58、知的問 56、精神問 58、児童問 52、難病問 52、家族問 12、一般問 18 

障がいのある人等及びその家族すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっていま

す。 

なお、障がいのある児童等で「知っている」「聞いたことはあるがよくわからない」の割合が他の障が

いと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 

9.7 

6.2 

18.3 

5.8 

8.2 

7.1 

20.7 

18.4 

13.4 

28.2 

20.0 

24.9 

16.5 

64.7 

66.3 

75.3 

53.0 

71.6 

47.5 

75.6 

4.3 

5.6 

5.2 

0.5 

2.6 

19.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

障がいのない人

（N=254）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 

      （N=202） 

難病患者 （N=155） 

障がいのある人等の 

家族   （N=1,070） 

障がいのない人 

（N=254）  
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（92） 障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法

律）について知っていますか。 

身体問 59、知的問 61、精神問 63、児童問 57、難病問 53、家族問 13、一般問 19 

障がいのある人等及びその家族すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高く、身体障が

いのある人、精神障がいある人、難病患者、障がいのない人で５割を超えています。 

なお、障がいのある児童等で「知っている」「聞いたことはあるがよくわからない」の割合が他の障が

いと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

［本人］ 

 

 

 

 

 

 

15.5 

21.9 

13.9 

23.8 

7.7 

14.0 

15.4 

28.2 

29.6 

26.8 

35.6 

27.1 

28.7 

28.3 

52.0 

42.9 

54.6 

40.1 

61.9 

37.9 

55.9 

4.3 

5.6 

4.6 

0.5 

3.2 

19.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

障がいのない人

（N=254）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 

      （N=202） 

難病患者  （N=155） 

障がいのある人等の 

家族    （N=1,070） 

障がいのない人 

（N=254） 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

障がいのない人 206

12.5

18.4

8.7

23.8

11.2

13.6

38.8

21.9

23.0

32.9

29.6

33.5

44.7

51.5

64.5

41.3

57.2

52.4

8.2

3.8

4.1

2.1

2.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.610.818.48.7 23.811.2 36.851.421.923.0 32.929.6 48.027.051.564.5 41.357.2 2.510.88.23.82.12.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答
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［家族］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（93） 障害者虐待防止法について、虐待を受けたと思われる障がいのある人を発見した場合に

通報する義務があることを知っていますか。 

一般問 20 

前回の調査と比較して、｢知っている｣の割合が少し増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7 25.511.5 29.7 43.929.5 42.2 21.431.7 18.49.227.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答

N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

18.9

7.9

32.9

23.7

44.8

57.2 11.2

11.5

25.5

9.7

29.5

43.9

29.7

31.7

21.4

42.2

3.5

27.3

9.2

18.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.5 

17.0 

17.7 

22.8 

61.4 

59.7 

0.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

平成 28年度調査 
    （N=254） 

平成 25年度調査 
（N=206） 
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（94） 成年後見制度について、知っていますか。 

知的問 57、精神問 59、児童問 53、家族問 14、一般問 22、施設問３ 

知的障がいのある人及び精神障がいのある人で「知らない、聞いたことがない」、障がいのある児童等

及び障がいのある人等の家族で「聞いたことはあるがよくわからない」、障がいのある人等の家族、障が

いのない人及び施設入所者で「知っている」の割合がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

［本人］ 

 

 

 

 

［家族］ 

 

 

 

 

 

 

 

33.2 

25.3 

32.7 

29.9 

41.3 

29.6 

33.0 

41.1 

29.9 

30.3 

33.7 

36.6 

25.7 

20.7 

28.0 

3.6 

5.2 

0.5 

19.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

障がいのない人

（N=254）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 
        （N=202） 

障がいのある人等の 

家族    （N=1,070） 

障がいのない人 

        （N=254） 

N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

21.7

28.9

45.5

31.6

30.1

28.9 10.5

31.1

50.0

25.9

22.4

32.7

32.5

19.7

8.7

23.1

2.8

26.8

8.7

18.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

53.5 19.3 7.0 14.0 6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設入所者（N=114）

知っている 聞いたことはある 知らない

わからない 不明・無回答

24.535.128.624.028.9 31.8 35.123.030.631.6 24.9 13.541.841.528.9 18.816.26.63.810.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

障がいのない人 206

25.9

28.6

24.0

28.9

40.8

32.5

23.0

30.6

31.6

25.7

23.1

41.8

41.5

28.9

33.0

6.6

10.5

0.5

18.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

障がいのない人 206

25.9

28.6

24.0

28.9

40.8

32.5

23.0

30.6

31.6

25.7

23.1

41.8

41.5

28.9

33.0

6.6

10.5

0.5

18.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

障がいのない人 206

25.9

28.6

24.0

28.9

40.8

32.5

23.0

30.6

31.6

25.7

23.1

41.8

41.5

28.9

33.0

6.6

10.5

0.5

18.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（95） 成年後見制度について、将来的に利用したいと思いますか。 

知的問 58、精神問 60、児童問 54、家族問 15、施設問４ 

「わからない」を除いて、知的障がいのある人、障がいのある児童等及び施設入所者で｢利用したい(｢将

来的には利用したい｣を含む)の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

［本人］ 

 

 

 

 

［家族］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5 

14.9 

31.7 

14.7 

6.1 

9.3 

4.5 

5.3 

9.7 

18.0 

15.3 

16.3 

6.6 

1.0 

1.7 

46.4 

51.5 

48.0 

42.0 

5.6 

5.2 

0.5 

20.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

障がいのある人

の家族 （N=1,070）

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 不明・無回答

N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

26.6

5.3

3.5

5.3

7.0

28.3

60.1

50.0 11.2

18.6

31.1

4.4

4.9

6.6

9.1

12.6

12.8

26.6

1.1

5.1

36.1

35.2

41.9

2.8

26.8

9.2

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある児童等 
        （N=202） 

障がいのある人等の 
家族    （N=1,070） 

7.0 21.9 14.9 38.6 17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設入所者（N=114）

利用したい 将来的には利用したい

利用したくない わからない

不明・無回答

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

4.4

20.9

18.0

5.3

9.1

5.1

12.6

5.3

26.6

7.7

14.2

28.3

4.6 53.6

50.0 11.2

2.2

49.2

41.9

3.8

8.2

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

20.918.0 5.112.6 7.7 14.24.6 2.2 53.6 49.2 8.23.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 無回答N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

4.4

20.9

18.0

5.3

9.1

5.1

12.6

5.3

26.6

7.7

14.2

28.3

4.6 53.6

50.0 11.2

2.2

49.2

41.9

3.8

8.2

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（96） 日常生活自立支援事業について、知っていますか。 

知的問 59、精神問 61、児童問 55、家族問 16 

障がいのある人等及びその家族すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

（本人） 

 

 

 

 

 

 

（家族） 

 

 

 

 

11.7 

12.4 

11.4 

12.4 

22.4 

21.6 

26.2 

27.8 

59.2 

60.8 

61.9 

40.0 

6.6 

5.2 

0.5 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 
        （N=202） 

障がいのある人等の 

家族    （N=1,070） 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

14.0

16.4

29.4

29.6

53.8

43.4 10.5

13.8

21.4

17.5

32.2

45.4

23.5

35.0

23.5

32.2

2.8

19.1

9.7

26.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.821.417.5 32.2 45.423.5 35.0 23.532.2 19.19.726.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

13.8

13.8

13.1

16.4

32.2

28.1

25.1

29.6

35.0

50.5

59.0

43.4

7.7

10.5

19.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.3 27.013.813.116.4 31.4 29.728.125.129.6 36.5 29.750.559.043.4 19.913.57.72.710.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

13.8

13.8

13.1

16.4

32.2

28.1

25.1

29.6

35.0

50.5

59.0

43.4

7.7

10.5

19.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（97） 日常生活自立支援事業について、将来的に利用したいと思いますか。 

知的問 60、精神問 62、児童問 56  

障がいのある人等すべてで「わからない」の割合が最も高くなっています。 

なお、障がいのある児童等で「利用したい」の割合が他の障がいと比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4 

18.0 

31.7 

8.2 

9.3 

3.0 

11.2 

16.5 

13.9 

2.6 

3.1 

49.0 

47.9 

51.0 

7.7 

5.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 不明・無回答

障がいのある児童等 
       （N=202） 

 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

9.7

20.9

20.8

6.6

7.2

6.1

13.7

4.6

23.1

7.7

13.1

27.0

3.6 53.1

50.7 11.2

1.6

5.5 44.3

39.1

2.7

8.7

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

20.918.0 5.112.6 7.7 14.24.6 2.2 53.6 49.2 8.23.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 無回答
 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神がいのある人 183

難病患者 152

9.7

20.9

20.8

6.6

7.2

6.1

13.7

4.6

23.1

7.7

13.1

27.0

3.6 53.1

50.7 11.2

1.6

5.5 44.3

39.1

2.7

8.7

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

20.918.0 5.112.6 7.7 14.24.6 2.2 53.6 49.2 8.23.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 無回答
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（98） あなたは、宛名の方について、将来的に日常生活自立支援事業を利用させたいと思いま 

すか。 

家族問 17  

知的障がいのある人の家族及び障がいのある児童等の家族で「利用させたい」の割合が他の障がいのあ

る人の家族と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.1 

14.4 

26.2 

5.1 

7.2 

3.0 

8.7 

13.9 

14.4 

2.0 

1.0 

0.5 

33.2 

33.0 

51.5 

19.9 

30.4 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がいのある人

の家族（N=196）

精神障がいのある人

の家族（N=194）

障がいのある児童

の家族（N=202）

利用させたい 利用させたくない 利用させる必要がない

すでに利用させている わからない 不明・無回答

知的障がいのある 

人の家族  （N=196） 

精神障がいのある人

の家族   （N=194） 

障がいのある児童等 

の家族   （N=202） 

9.7 30.122.47.2 4.14.923.1 10.712.0 1.6 4.12.7 39.1 39.831.7 19.411.226.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している わからない 無回答

N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

30.1

6.6

2.8

4.6

6.3

27.0

58.0

50.7 11.2

22.4

30.1

9.7

4.9

4.1

7.2

12.0

10.7

23.1

2.7

4.1

1.6

31.7

39.8

39.1

2.8

26.2

11.2

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

身体障がいのある
人

320

知的障がいのある
人

196

精神障がいのある
人

183

障がいのある児童 143

難病患者 152

30.1

6.6

2.8

4.6

6.3

27.0

58.0

50.7 11.2

22.4

30.1

9.7

4.9

4.1

7.2

12.0

10.7

23.1

2.7

4.1

1.6

31.7

39.8

39.1

2.8

26.2

11.2

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

99 

 
（99） 障がい者虐待に関する通報を受けつける電話窓口の障がい者虐待防止ホットラインを知っ

ていますか。 

身体問 60、知的問 62、精神問 64、児童問 58、難病問 54、一般問 21 

障がいのある人等及び障がいのない人すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっ

ています。 

前回の調査と比較して、｢知っている｣の割合に大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

4.6 

10.7 

3.6 

8.4 

4.5 

4.3 

17.3 

19.4 

18.0 

26.7 

12.9 

15.7 

72.8 

64.8 

73.7 

63.9 

80.6 

79.5 

5.3 

5.1 

4.6 

1.0 

1.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのない人

（N=254）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

障がいのある児童等 
    （N=202） 

難病患者 （N=155） 

障がいのない人 

  （N=254） 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

障がいのない人 206

5.3 19.4

20.9

12.6

22.4

19.1

18.4

71.6

63.3

79.8

65.7

75.0

78.2

8.2

4.4

3.4

3.9

3.3

10.5

7.7

1.4

2.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.72.77.73.310.53.9 16.6 40.520.912.6 22.419.1 76.2 48.663.379.8 65.775.0 2.58.18.24.41.42.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 無回答
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（100） 国において、障がいのある人の意思決定支援について検討がされています。あなたは、意

思決定支援について知っていますか。 
※意思決定支援とは、意思決定が困難な障がいのある人が、日常生活や社会生活等に関して自分自身  

がしたいと思う生活を送ることができるよう、障がいのある人を支援することです。 

身体問 61、知的問 63、精神問 65、難病問 55、家族問 22  

障がいのある人及びその家族すべてで「知らない、聞いたことがない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 

4.6 

3.1 

3.9 

4.0 

13.6 

15.3 

13.4 

9.7 

18.2 

76.5 

75.5 

78.4 

84.5 

56.9 

5.0 

4.6 

5.2 

1.9 

20.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

難病患者

（N=155）

障がいのある人の家族

（N=1,070）

知っている 聞いたことはあるがよくわからない

知らない、聞いたことがない 不明・無回答

難病患者  （N=155） 

障がいのある人等の 

家族    （N=1,070） 



 

101 

 
（101） 障がい（疾病）があることで、あなた（お子さん）はふだんの生活で不適切な対応をされた

り、いやな思いをしたりしたことがありますか。 

身体問 62、知的問 64、精神問 66、児童問 59、難病問 56 

「よくある」「ときどきある」の割合が知的障がいのある人及び精神障がいのある人で４割前後、障が

いのある児童等で５割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 

8.2 

9.8 

9.4 

1.3 

22.9 

33.7 

29.9 

38.6 

11.0 

41.8 

35.7 

37.1 

34.2 

35.5 

25.1 

15.3 

15.5 

16.3 

49.7 

7.1 

7.1 

7.7 

1.5 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

よくある ときどきある あまりない まったくない 不明・無回答

難病患者  （N=155） 

障がいのある児童等 

        （N=202） 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

10.9

13.3

22.5

30.6

23.5

44.8

39.1

38.3

37.7

30.8

30.3

12.8

19.1

9.8

10.7

8.7

7.7

3.4

1.4

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.62.77.710.913.3 23.813.5 30.623.5 44.8 39.735.1 38.337.7 30.8 30.035.1 12.819.1 9.8 2.913.510.78.71.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答
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79.9 

39.8 

25.6 

52.4 

8.3 

4.7 

3.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校における児童、生徒の障がいへの

理解を促す教育

障がいの有無に関わらず参加できる

行事・イベントの開催

ボランティア活動の促進

障がい理解のための広報・啓発活動

障がいのある人の施設入所から

在宅生活への移行

その他

特にない

不明・無回答

障がいのない人（N=254）

 
（102） あなたは、障がいのある人への理解を深めるために、今後どのような取り組みが必要だ

と思いますか。（複数回答） 

一般問 23 

「学校における児童、生徒の障がいへの理解を促す教育」の割合が最も高く、次いで「障がい理解のた

めの広報･啓発活動」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における児童、生徒の障がいへの              
理解を促す教育 

障がいの有無に関わらず参加できる          
行事・イベントの開催 

ボランティア活動の促進 

障がい理解のための広報・啓発活動 

障がいのある人の施設入所から        
在宅生活への移行 

その他 

特にない 

不明・無回答 

障がいのない人（N=254） 
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N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

33.6

22.4

32.2

30.3

24.5

42.8

1.3

2.8

3.8

7.7

1.9

32.2

21.9

25.9

18.0

19.9

24.7

1.3

4.2

2.2

2.6

4.7

38.3

39.8

38.8

2.0

2.8

5.5

8.2

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

13．障がい者施策について 

（103） ５年前と比べて福祉・教育・雇用・まちづくりなどの（難病患者を含む）障がい者施策は進

んだと思いますか。 

身体問 63、知的問 65、精神問 67、児童問 60、難病問 57、一般問 24 

知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「非常に進んだと思う」「多少進んだと思う」の合計の

割合が前回の調査と比較して増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 

8.2 

4.1 

3.5 

1.9 

2.4 

31.9 

32.1 

28.4 

38.1 

26.5 

39.0 

23.5 

18.9 

18.0 

28.2 

25.8 

30.7 

2.5 

0.5 

4.6 

2.5 

6.5 

0.4 

34.7 

35.7 

39.7 

26.7 

36.8 

26.4 

4.3 

4.6 

5.2 

1.0 

2.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

障がいのない人

（N=254）

非常に進んだと思う 多少進んだと思う 変わらないと思う

後退したと思う わからない 不明・無回答

難病患者 （N=155） 

障がいのない人 

  （N=254） 

障がいのある児童等 

       （N=202） 

1.82.77.73.82.81.3 24.7 35.121.932.233.622.4 25.1 18.919.918.0 32.230.3 5.12.72.6 2.2 4.21.3 41.127.039.838.3 24.542.8 2.213.58.25.52.82.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に進んだと思う 多少進んだと思う 変わらないと思う

後退したと思う わからない 無回答
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（104） あなたが、もし障がいのある状態になったとしたら、春日井市で安心して暮らしていける

と思いますか。 

一般問 25 

前回の調査と比較して、「暮らしづらいと思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（105） 春日井市における福祉・教育・雇用・まちづくりなどの（難病患者を含む）障がい者施策に

ついて満足していますか。 

身体問 64、知的問 66、精神問 68、児童問 61、難病問 58 

「満足している」「ある程度満足している」の合計の割合が３割強～４割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 

8.7 

10.3 

4.5 

3.2 

29.1 

29.6 

27.8 

38.6 

30.3 

15.8 

11.7 

17.0 

23.3 

12.3 

7.4 

7.1 

10.3 

15.8 

11.6 

37.2 

38.3 

29.4 

17.3 

40.6 

4.3 

4.6 

5.2 

0.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がいのある人

（N=323）

知的障がいのある人

（N=196）

精神障がいのある人

（N=194）

障がいのある児童

（N=202）

難病患者

（N=155）

満足している ある程度満足している

やや不満である 不満である

わからない 不明・無回答

障がいのある児童等 

       （N=202） 

難病患者 （N=155） 

N =

身体障がいのある人 320

知的障がいのある人 196

精神障がいのある人 183

障がいのある児童 143

難病患者 152

2.0

3.5

4.4

6.1

5.0

25.0

28.7

31.1

23.0

26.6

3.9

27.3

13.1

13.3

13.8

4.6

21.0

10.9

9.2

11.3

61.8

18.2

35.5

41.3

39.7

2.6

1.4

4.9

7.1

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.75.46.14.43.52.0 28.218.923.031.128.725.0 13.713.513.3 13.127.33.9 11.28.1 9.2 10.9 21.04.6 39.745.941.335.5 18.261.8 2.58.17.14.91.42.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している ある程度満足している やや不満である

不満である わからない 無回答

5.9 

5.3 

29.1 

39.8 

63.0 

54.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

安心して暮らしていけると思う 暮らしづらいと思う わからない 不明・無回答
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（106） 今後、特に充実すべきだと考える難病患者を含む障がい者の施策について（複数回答） 

身体問 65、知的問 67、精神問 69、児童問 62、難病問 59、一般問 27 

災害時の避難体制に関すること、就労支援に関すること、医療費の負担軽減に関することが上位となっ

ています。 

 

           （単位：％） 

区分 
身体障がいの 

ある人 

知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 

障がいの 

ある児童等 
難病患者 障がいのない人 

有効回答

数（件） 
323 196 194 202 155 254 

1位 

障がいのある

人が災害時の

避難で困らな

いような体制

をつくること 

 

 

 

 

（38.1） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人や施設

の数を増やす

こと 

（43.9） 

障がいのある

人が負担する

医療費を減ら

すこと 

 

 

 

 

 

（40.2） 

障がいのある

人がその適性

に応じて能力

を十分に発揮

することがで

きるよう、就労

を支援するこ

と 

 

（59.9） 

障がいのある

人が負担する

医療費を減ら

すこと 

 

 

 

 

 

（64.5） 

障がいのある

人がその適性

に応じて能力

を十分に発揮

することがで

きるよう、就労

を支援するこ

と 

 

（61.0） 

2位 

障がいのある

人が負担する

医療費を減ら

すこと 

 

 

 

 

 

（28.5） 

障がいのある

人が災害時の

避難で困らな

いような体制

をつくること 

 

 

 

 

（39.8） 

障がいのある

人がその適性

に応じて能力

を十分に発揮

することがで

きるよう、就労

を支援するこ

と 

 

（30.9） 

障がいのある

人が災害時の

避難で困らな

いような体制

をつくること 

 

 

 

 

（34.7） 

障がいのある

人が身近な病

院や診療所で

検診や検査を

受けることが

できるように

すること 

 

 

（31.0） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人や施設

の数を増やす

こと 

（44.9） 

3位 

障がいのある

人がその適性

に応じて能力

を十分に発揮

することがで

きるよう、就労

を支援するこ

と 

 

 

（28.2） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人の支援

や施設の設備

の質を高める

こと 

（37.8） 

障がいのある

人に対する差

別をなくすこ

と 

 

 

 

 

 

 

（28.9） 

障がいのある

人に対する差

別をなくすこ

と 

 

 

 

 

 

 

（34.7） 

障がいのある

人がその適性

に応じて能力

を十分に発揮

することがで

きるよう、就労

を支援するこ

と 

 

 

（30.3） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人の支援

や施設の設備

の質を高める

こと 

（37.8） 

4位 

公共施設、駅、

デパートなど

をバリアフリ

ー化すること 

 

 

 

 

 

 

（27.2） 

障がいのある

人が適性に応

じて能力を十

分に発揮する

ことができる

よう、就労を支

援すること 

 

 

 

（36.7） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人や施設

の数を増やす

こと 

 

（27.8） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人の支援

や施設の設備

の質を高める

こと 

（34.2） 

障がいのある

人が災害時の

避難で困らな

いような体制

をつくること 

 

 

 

 

 

（29.0） 

障がいのある

人に対する差

別をなくすこ

と 

 

 

 

 

 

 

（37.8） 
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区分 
身体障がいの 

ある人 

知的障がいの 

ある人 

精神障がいの 

ある人 

障がいの 

ある児童等 
難病患者 障がいのない人 

5位 

障がいのある

人が身近な病

院や診療所で

検診や検査を

受けることが

できるように

すること 

 

 

 

（25.4） 

障がいのある

人に対する差

別をなくすこ

と 

 

 

 

 

 

 

（30.1） 

障がいのある

人が災害時の

避難で困らな

いような体制

をつくること 

 

 

 

 

 

（26.8） 

可能な限り障

がいのある児

童・生徒が障が

い の な い 児

童・生徒と共に

学ぶことがで

きるようにす

ること 

 

 

（33.2） 

相談支援の相

談員やヘルパ

ー、施設の支援

員など、障がい

のある人の日

常生活を支援

する人の支援

や施設の設備

の質を高める

こと 

（25.8） 

可能な限り障

がいのある児

童・生徒が障が

い の な い 児

童・生徒と共に

学ぶことがで

きるようにす

ること 

 

 

（37.4） 
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14．障がいのある人等の家族について 

（107） 宛名の方は、日常生活において家族の方などの支援（見守りなどの配慮を含む。）を必

要としていますか。 

家族問１ 

全体的には、「支援が必要」の割合が４割弱、「自分で日常生活を送ることができる」の割合が３割強と

なっています。 

障がい別では、知的障がいのある人及び障がいのある児童等で「支援が必要」の割合がその他の障がい

のある人の家族と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（108） 宛名の方から見てあなた（支援者）は次のどれにあたりますか。 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問２ 

全体的には、「親」の割合が最も高く、次いで「夫・妻」となっています。 

       （単位：％） 

区分 

夫
・妻 

親 子
ど
も 

子
ど
も
の
夫
・妻 

兄
弟
姉
妹 

祖
父
・祖
母 

孫 そ
の
他
の
親
族 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

障がいのある人等の家族全体（N=405） 18.3  61.0  11.6  1.2  4.9  0.2  －  1.0  1.5  0.2  

身体障がいのある人の家族（N=83） 38.6  28.9  19.3  4.8  7.2  －  －  －  1.2  －  

知的障がいのある人の家族（N=108） 1.9  78.7  5.6  －  8.3  －  －  2.8  1.9  0.9  

精神障がいのある人の家族（N=69） 39.1  37.7  13.0  －  7.2  －  －  1.4  1.4  －  

障がいのある児童等の家族（N=134） 6.0  82.8  9.0  0.7  －  0.7  －  －  0.7  －  

難病患者の家族       （N=11） 45.5  9.1  36.4  －  －  －  －  －  9.1  －  

37.9 

25.7 

55.1 

35.6 

66.3 

7.1 

33.6 

37.8 

14.8 

26.3 

27.2 

66.5 

28.5 

36.5 

30.1 

38.1 

6.4 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある人の家族全体（N=1,070）

身体障がいのある人

の家族（N=323）

知的障がいのある人

の家族（N=196）

精神障がいのある人

の家族（N=194）

障がいのある児童

の家族（N=202）

難病患者の家族

（N=155）

【障がい別】

支援が必要 自分で日常生活を送ることができる 不明・無回答 0

障がいのある人等の家族 

全体     （N=1,070） 

 身体障がいのある人 

 の家族   （N=323） 

 知的障がいのある人 

 の家族   （N=196） 

 精神障がいのある人 

 の家族   （N=194） 

 障がいのある児童等 

 の家族   （N=202） 

 難病患者の家族 

         （N=155） 

 【障がい別】 
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（109） （支援者の）性別について 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問３ 

「女性」の割合が７割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.1 

34.9 

25.9 

44.9 

15.7 

45.5 

71.6 

65.1 

73.1 

55.1 

84.3 

54.5 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の家族全体（N=405）

身体障がいのある人 の家族（N=83）

知的障がいのある人 の家族（N=108）

精神障がいのある人の家族（N=69）

障がいのある児童 の家族（N=134）

難病患者の家族（N=11）

【障がい別】

男性 女性 不明・無回答 0

障がいのある人等の家族 

全体        （N=405） 

身体障がいのある人 

の家族     （N=83） 

知的障がいのある人   

の家族    （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族     （N=69） 

障がいのある児童等   

の家族    （N=134） 

難病患者の家族 

         （N=11） 

 【障がい別】 
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（110） （支援者の）年齢を数字で記入してください。（平成 28年 10月 1日現在） 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問４ 

全体的には、「40歳代」の割合が最も高く、次いで「60歳代」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（111） あなた（支援者）は仕事をしていますか。 
※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問５ 

全体的には、「はい」（仕事をしている）の割合が５割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0 

3.6 

2.9 

2.2 

15.8 

4.8 

2.8 

5.8 

38.8 

9.1 

27.7 

22.9 

15.7 

14.5 

49.3 

16.0 

20.5 

20.4 

18.8 

9.0 

9.1 

22.2 

31.3 

32.4 

30.4 

0.7 

63.6 

16.0 

16.9 

27.8 

27.5 

18.2 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の家族全体（N=405）

身体障がいのある人

の家族（N=83）

知的障がいのある人

の家族（N=108）

精神障がいのある人

の家族（N=69）

障がいのある児童

の家族（N=134）

難病患者の家族

（N=11）

【障がい別】

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答 0

48.6 

47.0 

41.7 

36.2 

61.2 

54.5 

51.1 

53.0 

57.4 

63.8 

38.8 

45.5 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の家族全体（N=405）

身体障がいのある人

の家族（N=83）

知的障がいのある人

の家族（N=108）

精神障がいのある人

の家族（N=69）

障がいのある児童

の家族（N=134）

難病患者の家族

（N=11）

【障がい別】

はい いいえ 不明・無回答 0

障がいのある人等の家族 

全体        （N=405） 

身体障がいのある人 

の家族     （N=83） 

知的障がいのある人   

の家族    （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族     （N=69） 

障がいのある児童等   

の家族    （N=134） 

難病患者の家族 

         （N=11） 

 【障がい別】 

 

障がいのある人等の家族 

全体        （N=405） 

身体障がいのある人 

の家族     （N=83） 

知的障がいのある人   

の家族    （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族     （N=69） 

障がいのある児童等   

の家族    （N=134） 

難病患者の家族 

          （N=11） 

 【障がい別】 
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（112） あなた（支援者）が１日あたりの支援にかけている時間はどれくらいですか。 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問６ 

全体的には、「２～３時間程度」の割合が最も高く、次いで「４～６時間程度」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主な「その他」の内容］ 

内容 
 

内容 

0時間  週に数回施設に行っている 

特に必要ない  現在入所、入院中 

施設や学校へ行っていない時間全て  グループホームにいるため週末のみ 

1日 1時間未満  自分（家族）に介助が必要 

週に数時間  ゴミ出し、通院、買物等の家事 

１か月に数日  体の調子が悪い時に支援している 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.9 

33.7 

27.8 

36.2 

20.9 

54.5 

18.5 

13.3 

11.1 

14.5 

30.6 

9.1 

13.6 

10.8 

11.1 

4.3 

21.6 

18.2 

11.6 

6.0 

16.7 

11.6 

11.9 

5.2 

6.0 

2.8 

7.2 

6.0 

19.0 

27.7 

25.0 

21.7 

7.5 

18.2 

3.2 

2.4 

5.6 

4.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の家族全体（N=405）

身体障がいのある人

の家族（N=83）

知的障がいのある人

の家族（N=108）

精神障がいのある人

の家族（N=69）

障がいのある児童

の家族（N=134）

難病患者の家族

（N=11）

【障がい別】

２～３時間程度 ４～６時間程度

７～８時間程度 １日の大半

ほぼ１日中（夜間も支援・介助が必要） その他

不明・無回答 0

N =

身体障がいのある
人

76

知的障がいのある
人

125

精神障がいのある
人

65

障がいのある児童 89

難病患者 10

20.2

10.0

33.7

10.0

19.1 12.4 6.7 6.7

30.0 50.0

29.2

20.8

38.2

10.8

20.8

11.8

4.6

6.4

1.3

9.2

13.6

5.3

3.1

8.8

17.1

33.8

24.0

15.8

1.1

9.2

5.6

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのある人等の家族 

全体        （N=405） 

身体障がいのある人 

の家族     （N=83） 

知的障がいのある人   

の家族    （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族    （N=69） 

障がいのある児童等   

の家族    （N=134） 

難病患者の家族 

         （N=11） 

 【障がい別】 

 

38.220.829.2 11.820.810.8 1.36.44.6 5.313.69.2 17.18.83.1 15.824.033.8 10.55.69.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

２～３時間程度 ４～６時間程度

７～８時間程度 １日の大半

ほぼ１日中（夜間も介助が必要） その他

無回答
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13.6 

0.0 

14.5 

11.5 

22.7 

11.1 

20.3 

9.7 

36.4 

43.5 

37.3 

36.1 

40.9 

49.1 

37.7 

45.5 

45.5 

28.4 

31.3 

36.1 

18.2 

28.7 

26.1 

29.1 

9.1 

12.3 

14.5 

14.8 

13.6 

9.3 

11.6 

14.2 

9.1 

2.2 

2.4 

1.6 

4.5 

1.9 

4.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の

家族全体（N=405）

身体障がいのある人

の家族（N=83）

65歳未満（N=61）

65歳以上（N=22）

知的障がいのある人

の家族（N=108）

精神障がいのある人

の家族（N=69）

障がいのある児童

の家族（N=134）

難病患者の家族

（N=11）

【障がい別】

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0

（113） あなた（支援者）が宛名の方ご本人の支援について、負担に感じることはありますか。 
※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問７ 

「負担に感じている」（「大変負担に感じている」と「やや負担に感じている」の合計）の割合は障がい

のある人等の家族すべてで５割を超えており、特に難病患者の家族は他の障がいのある人等の家族と比べ

て高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：平成 25年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

障がいのある人等の 

家族全体  （N=405） 

身体障がいのある人   

の家族    （N=83） 

65歳未満 （N=61） 

65歳以上 （N=22） 

知的障がいのある人   

の家族   （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族    （N=69） 

障がいのある児童等   

の家族   （N=134） 

難病患者の家族       

（N=11） 

 【障がい別】 
 

 【年齢区分別】 

 

N =

身体障がいのある人
（65歳未満）

58

身体障がいのある人
（65歳以上）

14

知的障がいのある人 125

精神障がいのある人 65

障がいのある児童 89

難病患者 10

8.6

21.4

24.0

24.6

15.7

39.7

64.3

52.0

36.9

46.1

20.0

31.0

7.1

15.2

12.3

27.0

10.0

8.6

4.8

12.3

11.2

20.0

12.1

7.1

4.0

13.8

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.5 21.424.024.6 40.7 64.352.036.920.0 30.5 7.115.212.310.0 8.5 4.812.320.0 11.97.14.013.850.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

無回答
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66.7 

33.3 

33.3 

33.3 16.7 16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している（N=3）

利用していない（N=6）

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0

【障がい福祉サービスの利用の有無別】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.3 

15.8 

45.5 

28.9 

18.2 

34.2 

4.5 

15.8 

4.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している（N=22）

利用していない（N=38）

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0
12.3 46.2 

48.0 

28.3 

28.0 

12.3 

24.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している（N=136）

利用していない（N=61）

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0

13.0 

4.0 

50.6 

40.0 

27.3 

36.0 

7.8 

16.0 

1.3 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している（N=77）

利用していない（N=25）

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0

25.0 

5.3 

41.7 

31.6 

19.4 

47.4 

8.3 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している（N=36）

利用していない（N=38）

大変負担に感じている やや負担に感じている

あまり負担に感じていない 負担に感じていない

不明・無回答 0

利用している  （N=106） 

利用していない（N=25） 

利用している  （N=36） 

利用していない（N=38） 

利用している  （N=22） 

利用していない（N=38） 

利用している  （N=3） 

利用していない（N=6） 

利用している  （N=77） 

利用していない（N=25） 

 【身体障がいのある人の家族】 

 

 【知的障がいのある人の家族】 

 

 【精神障がいのある人の家族】 

 

 【障がいのある児童等の家族】 

 

 【難病患者の家族】 
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（114） あなた（支援者）が支援する上で困っていることは何ですか。（複数回答） 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問８ 

全体的には、「心身が疲れる」の割合が最も高く、次いで「必要な時に他の人に支援を頼めない」とな

っています。 

 

（単位：％） 

区

分 

身体障がいのある人の家族全体 知的障がい

のある人の

家族 

精神障がい

のある人の

家族 

障がいのある 

児童等の家族 

難病患者の

家族  （65歳未満） （65歳以上） 

有効回答

数（件） 
83 61 22 108 69 134 11 

1位 

心身が疲れ

る 

 

 

 

  （49.4）  

心身が疲れ

る 

 

 

 

（45.9） 

心身が疲れ

る 

 

 

 

（59.1） 

心身が疲れ

る 

 

 

 

（56.5）  

心身が疲れ

る 

 

 

 

（49.3）  

心身が疲れ

る 

 

 

 

（50.0）  

心身が疲れ

る 

 

 

 

（72.7）  

2位 

特にない 

 

 

 

（32.5）  

特にない 

 

 

 

（34.4） 

必要な時に

他の人に支

援を頼めな

い 

（31.8） 

必要なとき

に他の人に

支援を頼め

ない 

（38.9）  

特にない 

 

 

 

（27.5）  

必要なとき

に他の人に

支援を頼め

ない 

（38.8）  

必要なとき

に他の人に

支援を頼め

ない 

（27.3） 

3位 

必要なとき

に他の人に

支援を頼め

ない 

（27.7）  

必要な時に

他の人に支

援を頼めな

い 

（26.2） 

特にない 

 

 

 

（27.3） 

特にない 

 

 

 

（17.6）  

必要なとき

に他の人に

支援を頼め

ない 

（23.2）  

特にない 

 

 

 

（25.4）  

相談相手が

いない 

 

 

（27.3） 

4位 

外出できな

い 

 

 

（15.7）  

外出できな

い 

 

 

（14.8） 

外出できな

い 

 

 

（18.2） 

外出できな

い 

 

 

（14.8）  

外出できな

い 

 

 

（17.4）  

外出できな

い 

 

 

（23.1）  

外出できな

い 

 

 

（18.2）  

5位 

相談相手が

いない 

 

 

（10.8）  

相談相手が

いない 

 

 

（9.8） 

相談相手が

いない 

 

 

（13.6） 

相談相手が

いない 

 

 

（9.3）  

相談相手が

いない 

 

 

（15.9）  

相談相手が

いない 

 

 

（10.4）  

特にない 

 

 

 

（9.1）  

 



 

114 

障がい福祉サービスの利用の有無別では、全体的に、利用している人の方が「心身が疲れる」「外出で

きない」等の割合が利用していない人と比べて高くなっています。 

 

【障がい福祉サービスの利用の有無別】     （単位：％） 

区分 

外
出
で
き
な
い 

心
身
が
疲
れ
る 

相
談
相
手
が
い
な
い 

必
要
な
時
に
他
の
人
に
支
援

を
頼
め
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・無
回
答 

身体障がいのある人の家族 

利用している  （N=36） 22.2  63.9  8.3  25.0  5.6  25.0  －  

利用していない（N=38） 7.9  36.8  13.2  31.6  5.3  39.5  2.6  

知的障がいのある人の家族 

利用している  （N=77） 18.2  58.4  7.8  44.2  11.7  15.6  1.3  

利用していない（N=25） 8.0  48.0  12.0  32.0  4.0  28.0  8.0  

精神障がいのある人の家族 

利用している  （N=22） 27.3  54.5  27.3  40.9  0.0  18.2  4.5  

利用していない（N=38） 10.5  39.5  10.5  15.8  7.9  34.2  7.9  

障がいのある児童の家族 

利用している （N=106） 24.5  55.7  9.4  39.6  6.6  22.6  0.9  

利用していない（N=25） 20.0  32.0  12.0  36.0  －  36.0  －  

難病患者の家族 

利用している  （N=3） 33.3  66.7  33.3  66.7  － － －  

利用していない（N=6） 16.7  66.7  33.3  16.7  －  16.7  － 
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（115） あなた（支援者）は、支援する上で困ったとき、だれに相談していますか。（複数回答） 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問９ 

全体的には、「家族」の割合が最も高く、次いで「施設や事業所の職員」となっています。 

障がい別では、身体障がいのある人及び知的障がいのある人で「施設や事業所の職員」、精神障がいの

ある人及び難病患者で「病院などの医療機関」、障がいのある児童等で「同じ障がいのある家族をもつ友

人・知人」の割合がそれぞれ他の障がい等と比べて高くなっています。 

 
 

【障がいのある家族・手帳等別クロス】       （単位：％） 

区分 

家
族 

同
じ
障
が
い
の
あ
る
家

族
を
も
つ
友
人
・知
人 

２
以
外
の
友
人
・知
人 

病
院
な
ど
の
医
療
機

関 施
設
や
事
業
所
の
職

員 市
の
窓
口 

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

身
体
障
が
い
者
相
談
員 

い
な
い 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い 

障がいのある人等の家族全体 （N=405） 68.6  30.1  13.6  27.7  33.3  6.2  8.6  1.2  7.2  2.7  

身体障がいのある人の家族 （N=83） 65.1  10.8  9.6  19.3  27.7  6.0  6.0  1.2  7.2  9.6  

65歳未満（N=61） 62.3  14.8  11.5  23.0  26.2  8.2  6.6  1.6  6.6  11.5  

65歳以上（N=22） 72.7  －  4.5  9.1  31.8  －  4.5  －  9.1  4.5  

知的障がいのある人の家族 （N=108） 69.4  39.8  11.1  20.4  45.4  8.3  15.7  1.9  2.8  －  

精神障がいのある人の家族 （N=69） 47.8  2.9  8.7  36.2  14.5  5.8  2.9  1.4  21.7  2.9  

障がいのある児童等の家族（N=134） 80.6  50.7  20.9  34.3  38.8  4.5  8.2  0.7  2.2  －  

 難病患者の家族        （N=11） 72.7  －  9.1  27.3  9.1  9.1  －  －  18.2  9.1  

           

区分 

そ
の
他 

不
明
・無
回
答 

        

障がいのある人等の家族全体 （N=405） 5.9  1.2          

身体障がいのある人の家族 （N=83） 3.6  －         

65歳未満（N=61） 1.6  －          

65歳以上（N=22） 9.1  －          

知的障がいのある人の家族 （N=108） 4.6  1.9          

精神障がいのある人の家族 （N=69） 5.8  4.3          

障がいのある児童等の家族（N=134） 9.0  －          

難病患者の家族        （N=11） －  －          
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（116） 今後、あなた（支援者）は、どのように支援していきたいと思いますか。 

※（107）で「支援が必要」と答えた方に聞きました 

家族問 10 

知的障がいのある人の家族で「自宅で福祉サービスや介護サービスを利用しながら支援していきたい」、

その他の障がいのある人等の家族で「自宅で家族などを中心に支援していきたい」の割合が、それぞれ最

も高くなっています。なお、身体障がいのある人及び知的障がいのある人の家族で「施設や病院などに入

所・入院させたい」の割合がその他の障がいのある人等の家族と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.3 

0.0 

34.9 

41.0 

18.2 

26.9 

39.1 

45.5 

45.5 

33.6 

30.1 

27.9 

36.4 

34.3 

23.2 

39.6 

45.5 

13.3 

19.3 

19.7 

18.2 

23.1 

11.6 

3.7 

6.7 

8.4 

1.6 

27.3 

8.3 

7.2 

4.5 

6.7 

7.2 

9.8 

2.8 

11.6 

6.7 

9.1 

2.5 

4.6 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の

家族全体（N=405）

身体障がいのある人

の家族（N=83）

65歳未満（N=61）

65歳以上（N=22）

知的障がいのある人

の家族（N=108）

精神障がいのある人

の家族（N=69）

障がいのある児童

の家族（N=134）

難病患者の家族

（N=11）

【障がい別】

自宅で家族などを中心に支援していきたい

自宅で福祉サービスや介護サービスを利用しながら支援していきたい

施設や病院などに入所・入院させたい

その他

わからない

不明・無回答

障がいのある人等の 

家族全体  （N=405） 

身体障がいのある人   

の家族     （N=83） 

65歳未満  （N=61） 

65歳以上  （N=22） 

知的障がいのある人   

の家族    （N=108） 

精神障がいのある人   

の家族     （N=69） 

障がいのある児童等  

の家族    （N=134） 

難病患者の家族 

      （N=11） 

 【障がい別】 
 

 【年齢区分別】 
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（117） あなたは、福祉サービスを利用するための方法やサービスの内容について、知っています

か。 

家族問 11 

全体的には、「あまり知らない」「知らない」の合計の割合が５割弱となっています。 

障がい別では、難病患者の家族で「あまり知らない」「知らない」の合計の割合が７割弱となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7 

4.6 

7.1 

1.5 

2.5 

1.9 

29.0 

20.4 

37.8 

30.9 

44.1 

13.5 

32.1 

31.6 

28.1 

26.3 

40.1 

35.5 

16.2 

17.3 

8.2 

13.9 

11.9 

32.3 

19.0 

26.0 

18.9 

27.3 

1.5 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の家族全体（N=1,070）

身体障がいのある人

の家族（N=323）

知的障がいのある人

の家族（N=196）

精神障がいのある人

の家族（N=194）

障がいのある児童

の家族（N=202）

難病患者の家族

（N=155）

【障がい別】

よく知っている おおまかには知っている

あまり知らない 知らない

不明・無回答 0

障がいのある人等の家族 

全体     （N=1,070） 

身体障がいのある人 

の家族   （N=323） 

知的障がいのある人   

の家族   （N=196） 

精神障がいのある人   

の家族   （N=194） 

障がいのある児童等   

の家族   （N=202） 

難病患者の家族 

        （N=155） 

 【障がい別】 

 



 

118 

34.3 

12.2 

29.9 

24.0 

13.4 

17.7 

3.1 

6.7 

18.5 

2.4 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40%

自分自身又は家族等身近な親族

友人

学校

自分の職場

仕事関係（自分の職場以外）

近所

趣味等の活動

その他

身近にいたことはない

わからない

不明・無回答

障がいのない人（N=254）

 

15．共生社会について 

（118） これまで、あなたの身近に障がいのある人がいたことはありましたか。また、それはどのよ

うな場面でしたか。（複数回答） 

一般問４ 

「自分自身又は家族等身近な親族」の割合が最も高く、次いで「学校」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分自身又は家族等身近な親族 

友人 

学校 

自分の職場 

仕事関係（自分の職場以外） 

近所 

趣味等の活動 

その他 

身近にいたことはない 

わからない 

不明・無回答 

障がいのない人（N=254） 
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（119） あなたは、これまでに学校の授業などで障がいについて学んだり障がいのある人に接する

機会がありましたか。 

一般問５ 

「あった」の割合が５割強、「なかった」の割合が３割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.9 

80.0 

64.4 

49.3 

53.7 

28.2 

28.0 

12.0 

13.6 

29.3 

29.6 

56.4 

17.3 

8.0 

22.0 

18.7 

16.7 

15.4 

0.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいのない人

全体 （N=254）

20歳代（N=25）

30歳代（N=59）

40歳代（N=75）

50歳代（N=54）

60歳以上（N=39）

【障がい別】

あった なかった 覚えていない 不明・無回答 0

障がいのない人全体（N=254） 

20歳代       （N=25） 

30歳代       （N=59） 

40歳代       （N=75） 

50歳代       （N=54） 

60歳以上     （N=39） 

 【年齢区分別】 
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（120） あなたは、次の障がいについて、その特性やどのような支援が必要かを理解していると思

いますか。 

一般問６ 

「視覚障がい」「肢体不自由」「知的障がい」においては「理解している」（「よく理解している」と「だ

いたい理解している」の合計）の割合が５割を超えています。「内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、膀胱・

直腸、小腸、肝臓の機能障がいや免疫機能障がい）」「高次脳機能障がい」で「わからない」（「あまりよく

分からない」と「わからない」の合計）の割合が６割を超え、また、「そういう障がいがあることを知ら

なかった」の割合が他の障がいと比べて高くなっています。 

 
障がいのない人(N=254） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 

3.5 

4.7 

6.7 

3.5 

8.3 

6.3 

6.3 

4.3 

58.3 

40.9 

31.1 

46.9 

20.9 

45.3 

33.5 

34.6 

14.6 

27.6 

40.6 

44.1 

31.5 

48.8 

31.9 

40.2 

41.7 

40.6 

6.7 

11.4 

15.0 

11.4 

20.9 

13.0 

17.3 

15.4 

23.6 

0.4 

1.6 

2.0 

0.4 

3.9 

0.4 

0.4 

15.0 

2.0 

2.0 

3.1 

3.1 

2.0 

1.6 

2.4 

1.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①視覚障がい

②聴覚・平衡機能

障がい

③音声・言語・そ

しゃく機能障がい

④肢体不自由

⑤内部障がい（心

臓、腎臓、呼吸器、

膀胱…

⑥知的障がい

⑦精神障がい

⑧発達障がい

⑨高次脳機能障が

い

よく理解している だいたい理解している

あまりよく分からない わからない

そういう障がいがあることを知らなかった 不明・無回答

視覚障がい 

聴覚・平衡機能障がい 

音声・言語・そしゃく機能障がい 

肢体不自由 

内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、膀
胱・直腸、小腸、肝臓の機能障がいや

免疫機能障がい） 

知的障がい 

精神障がい 

発達障がい 

高次脳機能障がい 
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（121） 「共生社会」とは、障がいの有無にかかわりなく、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し

支え合う社会のことです。あなたは、この「共生社会」という言葉を聞いたことがあります

か。また、このような社会のあり方についてどのように考えますか。 

一般問７ 

「聞いたことはないが、理解できる」の割合が最も高く、次いで「聞いたことがあり、理解できる」と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（122） あなたは、障がいのある人と気軽に話したり、障がいのある人の手助けをしたことがあり

ましたか。 

一般問８ 

「ある」の割合が６割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.8 

68.9 

32.3 

31.1 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

ある ない 不明・無回答

37.0 

39.3 

9.8 

3.9 

41.3 

43.7 

7.1 

1.5 

3.9 

11.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

聞いたことがあり、理解できる 聞いたことはあるが、理解できない

聞いたことはないが、理解できる 聞いたこともなく、理解もできない

わからない 不明・無回答
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（123） それはどのような気持ちからですか。（複数回答） 

※（122）で「ある」と答えた方に聞きました 

一般問９ 

「困っているときはお互い様という気持ちから」の割合が最も高く、次いで「身内などに障がいのある

人がいて、その大変さを知っているから」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.6 

12.7 

47.8 

28.0 

14.6 

12.1 

11.5 

0.6 

0% 20% 40% 60%

身内などに障がいのある人がいて、

その大変さを知っているから

近所付き合いや親戚付き合いなどで

困っているときはお互い様という気持ちから

自分の仕事で関わりがあるから

将来、自分も障がいをもつ可能性があるから

何となく

その他

わからない

障がいのない人（N=157）

身内などに障がいのある人がいて、その大変さ
を知っているから 

近所付き合いや親戚付き合いなどで 

困っているときはお互い様という気持ちから  

自分の仕事で関わりがあるから 

将来、自分も障がいをもつ可能性があるから 

何となく 

その他 

わからない 

不明・無回答 

障がいのない人（N=157） 
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（124） 障がいのある人と気軽に話したり、障がいのある人の手助けをしたことがない理由は何で

すか。（複数回答） 
※（122）で「ない」と答えた方に聞きました 

一般問 10 

「たまたま機会がなかったから」の割合が最も高く、次いで「どのように接したらよいかわからなかっ

たから」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.8 

20.7 

36.6 

26.8 

8.5 

2.4 

1.2 

6.1 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

たまたま機会がなかったから

自分が何をすればよいかわからなかったから

どのように接したらよいかわからなかったから

お節介になるような気がしたから

専門の人や関係者にまかせた方が

よいと思ったから

自分にとって負担になるような気がしたから

その他

特に理由はない

わからない

障がいのない人（N=82）

たまたま機会がなかったから 

自分が何をすればよいかわからなかったから  

どのように接したらよいかわからなかったから 

お節介になるような気がしたから 

専門の人や関係者にまかせた方がよいと 
思ったから 

自分にとって負担になるような気がしたから  

その他 

特に理由はない 

わからない 

 

障がいのない人（N=82） 
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（125） あなたは、世の中には障がいのある人に対して、障がいを理由とする差別や偏見がある

と思いますか。 

一般問 11 

「あると思う」「少しはあると思う」の合計の割合が９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（126） あなたは、５年前と比べて障がいのある人に対する差別や偏見は改善されたと思います

か。 

一般問 12 

「かなり改善されている」「少しずつ改善されている」の合計の割合が約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.7 

63.6 

29.1 

33.0 

1.6 

0.5 

2.4 

2.4 

1.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

あると思う 少しはあると思う ないと思う

わからない 不明・無回答

3.9 

3.4 

37.8 

44.7 

28.3 

25.2 

8.3 

3.9 

7.9 

6.8 

13.4 

16.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査

（N=254）

平成25年度調査

（N=206）

かなり改善されている 少しずつ改善されている

あまり改善されていない 改善されていない

どちらともいえない わからない

不明・無回答
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（127） 障がいのある人に関わるボランティア活動（近所のボランティア、市のボランティア問わ

ず）に参加していますか。また、今後参加したいと思いますか。 

一般問 13 

「現在は参加していないが、今後、内容によっては参加したい」の割合が最も高く、次いで「現在参加

しておらず、今後も参加したいとは思わない」「わからない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

3.5 

3.5 

37.8 

0.4 

26.0 

26.0 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在参加していて、

今後も参加したい

現在は参加していないが、

今後、ぜひ参加したい

現在は参加していないが、今後、

知り合いと一緒なら参加したい

現在は参加していないが、

今後、内容によっては参加したい

現在は参加しているが、

今後は参加したくない

現在参加しておらず、今後も

参加したいとは思わない

わからない

不明・無回答

障がいのない人（N=254）

現在参加していて、今後も参加したい 

現在は参加していないが、 
今後、ぜひ参加したい 

現在は参加していないが、今後、 
知り合いと一緒なら参加したい 

現在は参加していないが、今後、 
内容によっては参加したい 

現在は参加しているが、今後は 
参加したくない 

現在参加しておらず、今後も 
参加したいとは思わない 

わからない 

不明・無回答 
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36.7 

15.0 

20.8 

11.7 

12.5 

30.8 

40.8 

24.2 

6.7 

9.2 

5.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

話し相手

家事の手伝い

外出時の付き添い

本や情報誌の点訳や朗読

外出時の送り迎え

学習、趣味活動の相手や介助

災害時の援助（募金や寄附を含む）

スポーツ活動の相手や介助

車いすなどの修理

家や庭の手入れ

その他

不明・無回答

障がいのない人（N=120）

 
（128） どのようなボランティアに参加したいですか。（複数回答） 

※（127）で「ボランティア活動に参加したい」と答えた方に聞きました 

一般問 14 

「災害時の援助（募金や寄附を含む）」の割合が最も高く、次いで「話し相手」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

話し相手 

家事の手伝い 

外出時の付き添い 

本や情報誌の点訳や朗読 

外出時の送り迎え 

学習、趣味活動の相手や介助 

災害時の援助（募金や寄附を含む） 

スポーツ活動の相手や介助 

車いすなどの修理 

家や庭の手入れ 

その他 

不明・無回答 

障がいのない人（N=120） 
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129 
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